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当
社
は
阪
神
間
で
訪
問
介
護

を
軸
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
や
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
な
ど
を
展
開

し
て
い
る
。
教
育
部
門
の
エ
ル

フ
介
護
福
祉
学
院
で
は
、
ヘ
ル

パ
ー
や
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

な
ど
の
育
成
に
携
わ
っ
て
き

た
。

　

当
時
ま
だ
珍
し
か
っ
た
民
間

在
宅
介
護
事
業
を
設
立
し
た
の

は
、
私
が
、
父
か
ら
引
き
継
い

だ
会
社
運
営
と
子
育
て
に
加
え

て
、
母
の
介
護
に
直
面
し
た
の

が
き
っ
か
け
だ
。

　

当
時
は
、
認
知
症
で
支
え
が

必
要
と
な
っ
た
母
を
、
自
宅
で

介
護
し
て
く
れ
た
り
、
預
か
っ

た
り
し
て
く
れ
る
所
は
探
し
て

も
な
か
っ
た
。

　

親
を
最
期
ま
で
在
宅
で
看
た

い
と
い
う
思
い
を
抱
え
、
仕
事

と
介
護
の
両
立
に
悩
む
女
性
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
エ

ル
フ
を
立
ち
上
げ
、
皆
様
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で

や
っ
て
来
ら
れ
た
。

　

今
回
は
、
私
の
ル
ー
ツ
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
た
い
。

山
陰
社
会
福
祉
事
業
の
父

　

１
８
９
３
年
（
明
治
26
年
）

の
秋
、
台
風
に
よ
る
大
雨
で
川

が
氾
濫
し
、
今
の
松
江
市
な
ど

の
地
域
を
大
洪
水
が
襲
う
未
曽

有
の
災
害
が
あ
っ
た
。

　

各
地
で
親
や
家
を
失
い
貧
困

に
陥
る
子
ど
も
が
多
く
い
た
。

彼
ら
の
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
、
行
政
に
救
済
を
働
き
か
け

た
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、「
そ

れ
な
ら
ば
」
と
自
ら
彼
ら
を
受

け
入
れ
養
育
す
る
施
設
「
松
江

育
児
院
」
を
設
立
し
た
の
が
、

後
に
「
山
陰
社
会
福
祉
事
業
の

父
」と
い
わ
れ
た
福
田
平へ

い

治じ
（
１

た
頃
、
母
の
様
子
に
変
化
が
み

ら
れ
、
医
師
か
ら
認
知
症
と
の

診
断
を
受
け
た
。

　

当
時
の
老
人
福
祉
法
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
市
町
村

に
よ
る
「
老
人
家
庭
奉
仕
員
派

遣
事
業
」
が
あ
っ
た
が
、
あ
く

ま
で
低
所
得
者
向
け
で
あ
り
母

は
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
母
を
自
宅
で
介
護
し
て
く
れ

た
り
、
日
中
預
か
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
有
料
の
サ
ー
ビ
ス
を
探

し
た
が
、見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

２
人
の
子
育
て
中
で
も
あ
っ
た

私
は
途
方
に
暮
れ
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

も
う
ダ
メ
ね
…

　

母
が
ま
だ
自
立
し
て
在
宅
に

い
た
頃
の
寒
い
朝
、
私
が
ト
イ

レ
に
付
き
添
っ
て
い
た
時
、
初

め
て
「
お
漏
ら
し
」
を
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
と
き
母
は
「
京

子
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
も
う

ダ
メ
ね
…
」と
呟
い
た
。
私
は
、

打
ち
ひ
し
が
れ
た
母
の
一
言

に
、
返
す
言
葉
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
思
い
出
す
た
び
、
前

向
き
な
言
葉
を
か
け
る
知
識
の

な
か
っ
た
自
分
へ
の
悔
し
さ
と

母
の
思
い
が
胸
を
突
く
。

　

そ
の
後
母
は
、
全
面
的
に
介

助
が
必
要
と
な
り
、
老
人
病
院

へ
入
院
。
も
し
当
時
介
護
保
険

が
あ
れ
ば
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
、
最
期
を
在
宅
で
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ

な
い
。

　

老
親
の
介
護
に
直
面
し
悩
ん

で
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
特

に
、
家
庭
と
仕
事
、
介
護
を
抱

え
奮
闘
し
て
い
る
働
く
女
性
を

サ
ポ
ー
ト
で
き
た
ら
。
私
は
、

当
時
ま
だ
民
間
事
業
者
の
領
域

で
な
か
っ
た
在
宅
介
護
事
業
を

興
す
こ
と
を
決
意
し
た
。

�

（
つ
づ
く
）

人
々
の
役
に
立
と
う
と
い
う
平

治
の
志
は
、
後
に
私
の
介
護
事

業
へ
の
取
り
組
み
を
奮
い
立
た

せ
る
原
動
力
の
一
つ
と
な
っ
た

の
だ
。

母
へ
の
思
い
が

事
業
の
原
点

　

平
治
と
与
志
の
甥
に
あ
た
る

の
が
、
父
の
正

し
ょ
う
（
１
９
０
２
～

１
９
８
０
）
だ
。

　

彼
は
平
治
が
京
都
で
興
し
た

託
児
園
で
務
め
た
後
、
毎
日
新

聞
社
に
入
り
記
者
と
し
て
活

躍
。
従
軍
記
者
な
ど
を
経
て
、

定
年
ま
で
勤
め
た
。

　

定
年
後
、
鳥
取
県
米
子
市
の

山
陰
放
送
に
あ
る
毎
日
新
聞
特

信
室
で
、
記
者
か
ら
「
テ
レ
ッ

ク
ス
・
テ
レ
タ
イ
プ
」
で
届
く

記
事
を
元
に
、
ニ
ュ
ー
ス
原
稿

の
作
成
を
担
っ
た
。

　

当
時
、
テ
レ
ッ
ク
ス
・
テ
レ

タ
イ
プ
は
通
信
手
段
と
し
て
急

速
に
普
及
し
、
そ
れ
を
扱
え
る

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
大
幅
に
不
足

し
て
い
た
。
大
企
業
か
ら
の
要

請
も
あ
り
、
大
阪
に
戻
り
、
そ

の
頃
で
き
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養

成
校
の
代
表
を
務
め
、
１
９
７

３
年
に
「
大
阪
テ
レ
ッ
ク
ス
テ

レ
タ
イ
プ
高
等
学
院
」
の
設
立

理
事
長
と
な
り
、
人
材
養
成
を

手
が
け
た
。
そ
の
前
の
71
年
に

は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
・
派

遣
会
社
「
大
阪
テ
レ
ッ
ク
ス
・

テ
レ
タ
イ
プ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
」
を
設
立
し
て
い
る
。

　

私
は
東
大
阪
の
市
立
病
院
で

管
理
栄
養
士
と
し
て
20
年
近
く

勤
め
て
い
た
が
、
父
に
が
ん
が

見
つ
か
り
78
年
に
父
の
会
社
に

移
っ
た
。
父
は
80
年
に
78
歳
で

亡
く
な
り
、
一
人
に
な
っ
た
私

は
、
畑
違
い
の
学
院
と
派
遣
会

社
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

父
が
亡
く
な
り
１
年
が
過
ぎ

移
転
・
新
築
し

「
財
団
法
人
私
立

松
江
盲
唖
学
校
」

と
な
っ
た
。
与
志

は
生
徒
と
寄
宿
舎

で
暮
ら
し
な
が
ら

教
員
を
務
め
た
。

苦
労
し
て
設
立
し

た
学
校
が
認
め
ら

れ
、
こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
こ

う
と
い
う
矢
先
、
体
調
を
崩
し

た
与
志
は
そ
の
ま
ま
息
を
引
き

取
っ
た
。ま
だ
40
歳
の
若
さ
で
、

タ
ン
ス
に
は
冬
と
夏
の
着
物
１

枚
ず
つ
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
。

　

学
校
は
現
在
の
島
根
県
立
盲

学
校
、
県
立
松
江
ろ
う
学
校
と

な
り
、
与
志
の
思
い
が
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

最
後
ま
で
人
の
た
め
に

尽
く
す

　

与
志
の
兄
・
平
治
に
話
を
戻

そ
う
。
大
水
害
の
後
、
１
８
９

６
年
（
明
治
29
年
）
に
松
江
育

児
院
を
開
い
た
彼
は
、
家
業
を

長
男
に
任
せ
て
、
孤
児
の
養
育

と
教
育
に
励
ん
だ
。

　

事
業
は
す
べ
て
私
財
で
賄
っ

て
お
り
、
経
営
は
厳
し
い
状
況

が
続
き
、
つ
い
に
は
印
刷
会
社

を
売
り
払
い
、
生
涯
を
こ
の
事

業
に
捧
げ
る
決
意
を
固
め
た
。

こ
の
頃
に
は
、
県
か
ら
補
助
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

事
業
は
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
始

め
た
。

　

そ
の
後
１
９
２
０
年
（
大
正

９
年
）
に
は
、
当
時
ま
だ
珍
し

か
っ
た
老
人
ホ
ー
ム
や
無
料
宿

泊
所
を
開
き
、
支
援
の
幅
を
拡

げ
た
。さ
ら
に
は
京
都
へ
移
り
、

貧
し
い
家
庭
の
幼
児
を
預
か
る

託
児
園
を
設
立
す
る
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事
業
の

草
分
け
と
し
て
活
躍
。
１
９
４

１
年
（
昭
和
16
年
）、
76
歳
で

そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

驚
く
こ
と
に
、
彼
の
亡
骸
は

遺
言
に
よ
り
骨
格
標
本
に
姿
を

変
え
、
妹
・
与
志
が
開
い
た
盲

唖
学
校
に
寄
贈
さ
れ
、
生
徒
た

ち
の
教
材
と
な
っ
て
彼
の
思
い

は
生
き
続
け
た
。死
し
て
な
お
、

８
６
６
～
１
９
４
１
）
だ
。

　

私
の
大
伯
父
（
父
方
の
祖
母

の
兄
）
に
あ
た
る
人
物
で
、
印

刷
な
ど
の
事
業
で
財
を
成
し
た

後
、
こ
の
災
害
を
き
っ
か
け
に

全
て
を
な
げ
う
っ
て
、
孤
児
や

困
窮
者
の
支
援
、
老
人
ホ
ー
ム

運
営
な
ど
幅
広
く
社
会
福
祉
事

業
を
手
が
け
た
篤
志
家
だ
っ
た
。

盲
唖
教
育
に
生
涯
捧
げ
る

　

も
う
一
人
の
ル
ー
ツ
が
平
治

の
妹
、
福
田
与よ

志し

（
１
８
７
２

～
１
９
１
２
）
だ
。

　

今
の
松
江
市
で
小
学
校
教
員

を
し
て
い
た
彼
女
は
あ
る
時
、

耳
が
不
自
由
で
口
が
き
け
な
い

た
め
学
校
に
通
え
な
い
女
の
子

に
出
会
っ
た
。

　

与
志
は
、
盲
・
ろ
う
あ
児
が

教
育
を
受
け
ら
れ
る
場
所
が
必

要
だ
と
、
27
歳
の
と
き
京
都
に

赴
き
、
す
で
に
盲
唖
教
育
を

行
っ
て
い
た
「
京
都
盲
唖
院
」

の
教
員
と
な
り
、
障
が
い
児
教

育
の
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
。
そ

の
後
東
京
盲
唖
学
校
で
も
教
鞭

を
と
り
、
34
歳
の
と
き
松
江
に

戻
り
、
兄
・
平
治
の
援
助
も
得

て
「
松
江
私
立
盲
唖
学
校
」
を

設
立
、
自
ら
校
長
と
教
員
を
務

め
た
（
１
９
０
５
年
）。

　

中
四
国
で
は
初
、
全
国
11
番

目
の
盲
唖
学
校
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
経
営
の
厳
し
さ
か

ら
、
県
の
指
導
で
運
営
主
体
は

松
江
婦
人
会
に
移
さ
れ
、
校
名

は
「
私
立
松
江
婦
人
会
盲
唖
学

校
」
に
改
め
ら
れ
た
。
校
長
は

当
時
の
県
知
事
夫
人
が
務
め
る

こ
と
に
な
り
、
与
志
は
一
教
員

と
な
っ
た
。
彼
女
は
学
校
運
営

に
関
わ
れ
な
い
こ
と
よ
り
も
、

学
校
の
存
続
を
願
っ
た
。

　

そ
の
後
学
校
は
公
的
な
支
援

も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

　

１
９
８
５
年
設
立
の
、
民
間
在
宅
介
護
事
業
の
草
分
け
で
あ
る
エ
ル
フ
（
大
阪
市
、
福
田
光

正
社
長
）。
高
齢
者
介
護
業
界
の
黎
明
期
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
人
材
育
成
に
取
り

組
み
、
そ
の
後
40
年
近
く
地
域
の
介
護
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。
２
０
１
１
年
に
は
社
会
福
祉

法
人
正
福
会
を
立
ち
上
げ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
２
カ
所
を
運
営
す
る
。
民
間
事
業
者
と
し

て
「
介
護
の
社
会
化
」
実
現
と
介
護
業
界
発
展
に
尽
く
し
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
、

創
業
者
の
福
田
京
子
会
長
が
振
り
返
る
（
全
４
回
）。

「松江育児院」の講堂・礼拝堂は「福田平治・与志記念館」
として保存されている。当地では、今も 2人の残した
功績が語り継がれている（写真＝松江市提供）

（ふくだ・きょうこ）
　1939年（昭和14年）京都生まれ。
58年大阪女子学園短期大学栄養科
を卒業し、毎日文化教室入社。山
陰放送・毎日新聞特信室を経て、
60年東大阪市立東病院に入職。78
年大阪テレックス・テレタイプコ
ンサルタント（現・アドミレ）入
社、80年から社長。85年エルフ創
設、社長就任。2010年からエルフ
会長。11年社会福祉法人正福会を
創設、理事長就任。日本在宅介護
協会理事、副会長などを歴任。

連
載
①
民
間
介
護
事
業
者
の
草
分
け 

エ
ル
フ
の
挑
戦

社
会
福
祉
に
心
血
注
い
だ
先
人
と
母
へ
の
思
い

エルフ会長
福田京子

３年前と比べてみると
介護の全体像がはっきり
するわ

介護データ介護給付・予防給付
2022年７月審査分
対2019年 7月比増減率

費用額（百万円） 受給者数（千人） 1人当り費用額（千円） 事業所数
介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計

増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率
総  数 909,969 9.4% 23,767 10.8% 933,736 9.5% 4,622.3 5.8% 859.6 11.7% 5,481.9 6.7% 196.9 3.5% 27.6 ▲ 0.8% 170.3 2.6% 236,000 6.1%
居宅サービス 408,685 12.0% 18,893 10.8% 427,578 11.9% 3,363.7 8.0% 844.0 12.0% 4,207.7 8.8% 121.5 3.7% 22.4 ▲ 1.1% 101.6 2.9%
訪問通所 305,131 13.0% 15,029 14.0% 320,160 13.1% 2,841.7 7.4% 785.7 13.1% 3,627.4 8.6% 107.4 5.2% 19.1 0.9% 88.3 4.1%
訪問介護 90,587 20.0% 90,587 20.0% 1,082.9 6.2% 1,082.9 6.2% 83.7 13.0% 83.7 13.0% 34,564 4.5% 34,564 4.5%
訪問入浴介護 4,867 15.1% 16 ▲ 5.9% 4,883 15.0% 70.6 11.2% 0.4 ▲20.0% 71.0 10.9% 68.9 3.5% 40.0 17.6% 68.8 3.7% 1,659 ▲ 4.6% 281 ▲15.1% 1,940 ▲ 6.3%
訪問看護 30,249 37.6% 3,260 25.5% 33,509 36.3% 606.8 27.1% 102.2 24.6% 709.0 26.7% 49.9 8.3% 31.9 0.7% 47.3 7.6% 14,166 18.3% 11,212 18.9% 25,378 18.6%
訪問リハビリテーション 4,780 31.1% 846 33.4% 5,626 31.4% 115.7 18.5% 25.3 27.8% 141.0 20.1% 41.3 10.6% 33.4 4.4% 39.9 9.4% 5,313 13.5% 3,812 17.3% 9,125 15.1%
通所介護 110,347 5.6% 110,347 5.6% 1,169.3 ▲ 1.1% 1,169.3 ▲ 1.1% 94.4 6.7% 94.4 6.7% 24,501 2.2% 24,501 2.2%
通所リハビリテーション 33,766 ▲ 0.9% 6,663 1.8% 40,429 ▲ 0.4% 423.0 ▲ 6.1% 177.5 ▲ 0.6% 600.5 ▲ 4.5% 79.8 5.5% 37.5 2.4% 67.3 4.3% 8,072 ▲ 0.5% 7,830 ▲ 0.7% 15,902 ▲ 0.6%
福祉用具貸与 30,534 17.7% 4,244 25.6% 34,778 18.6% 2,020.6 13.2% 619.2 16.8% 2,639.8 14.0% 15.1 4.0% 6.9 7.5% 13.2 4.0% 7,220 1.8% 6,648 1.8% 13,868 1.8%

短期入所 39,127 ▲ 1.6% 346 ▲23.8% 39,473 ▲ 1.9% 331.8 ▲ 11.5% 8.4 ▲28.2% 340.2 ▲12.0% 117.9 11.1% 41.2 6.2% 116.0 11.5%
短期入所生活介護 34,874 0.5% 313 ▲21.9% 35,187 0.2% 293.1 ▲ 10.2% 7.7 ▲26.7% 300.8 ▲10.7% 119.0 11.8% 40.6 6.4% 117.0 12.2% 10,688 0.5% 4,014 ▲17.9% 14,702 ▲ 5.3%
短期入所療養介護 4,253 ▲16.0% 34 ▲34.6% 4,287 ▲16.2% 41.0 ▲ 20.8% 0.7 ▲36.4% 41.7 ▲21.2% 103.7 6.1% 48.6 2.7% 102.8 6.3% 3,546 ▲ 7.6% 543 ▲34.5% 4,089 ▲12.4%

居宅療養管理指導 13,302 33.6% 802 25.1% 14,104 33.1% 972.6 26.4% 68.7 20.5% 1,041.3 26.0% 13.7 5.8% 11.7 3.8% 13.5 5.7% 46,706 6.0% 20,604 24.5% 67,310 11.0%
特定施設入居者生活介護 51,124 12.8% 2,716 ▲ 2.4% 53,840 11.9% 232.6 9.0% 32.4 ▲ 5.0% 265.0 7.1% 219.8 3.5% 83.8 2.7% 203.2 4.5% 5,710 2.3% 4,490 5.2% 10,200 3.5%

居宅介護支援・介護予防支援 44,026 11.3% 3,682 16.2% 47,708 11.6% 2,906.1 6.6% 781.7 13.0% 3,687.8 7.9% 15.1 4.4% 4.7 2.8% 12.9 3.5% 37,674 ▲ 5.0% 5,244 2.5% 42,918 ▲ 4.1%
地域密着型サービス 160,438 9.7% 1,191 ▲ 2.4% 161,629 9.6% 915.1 3.0% 13.5 ▲ 6.3% 928.6 2.8% 175.3 6.5% 88.2 4.1% 174.1 6.5%
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 6,490 50.7% 6,490 50.7% 36.1 38.8% 36.1 38.8% 179.8 8.5% 179.8 8.5% 1,186 22.9% 1,186 22.9%
夜間対応型訪問介護 315 15.4% 315 15.4% 7.4 0.0% 7.4 0.0% 42.6 15.4% 42.6 15.4% 174 1.8% 174 1.8%
地域密着型通所介護 35,580 5.9% 35,580 5.9% 421.1 ▲ 0.2% 421.1 ▲ 0.2% 84.5 6.1% 84.5 6.1% 18,940 ▲ 2.2% 18,940 ▲ 2.2%
認知症対応型通所介護 6,684 ▲ 3.7% 42 ▲12.5% 6,726 ▲ 3.7% 50.7 ▲ 9.3% 0.8 ▲20.0% 51.5 ▲ 9.5% 131.8 6.2% 52.5 9.4% 130.6 6.4% 3,072 ▲ 9.6% 461 ▲16.9% 3,533 ▲10.6%
小規模多機能型居宅介護 23,429 9.1% 864 ▲ 1.7% 24,293 8.7% 104.4 4.3% 11.5 ▲ 5.7% 115.9 3.2% 224.4 4.6% 75.1 4.3% 209.6 5.3% 5,562 1.5% 3,848 ▲ 1.6% 9,410 0.2%
認知症対応型共同生活介護 60,719 6.8% 285 ▲ 2.4% 61,004 6.8% 214.0 3.6% 1.1 ▲ 8.3% 215.1 3.6% 283.7 3.1% 259.1 6.5% 283.6 3.1% 14,087 2.8% 973 ▲ 4.4% 15,060 2.3%
地域密着型特定施設入居者生活介護 1,825 11.1% 1,825 11.1% 8.3 6.4% 8.3 6.4% 219.9 4.4% 219.9 4.4% 360 6.2% 360 6.2%
地域密着型介護老人福祉施設サービス 19,942 11.1% 19,942 11.1% 63.9 5.6% 63.9 5.6% 312.1 5.2% 312.1 5.2% 2,490 5.3% 2,490 5.3%
看護小規模多機能型居宅介護 5,453 65.1% 5,453 65.1% 19.1 56.6% 19.1 56.6% 285.5 5.5% 285.5 5.5% 902 53.7% 902 53.7%

施設サービス 296,820 5.7% 296,820 5.7% 971.5 1.5% 971.5 1.5% 305.5 4.1% 305.5 4.1%
介護福祉施設サービス 166,563 8.1% 166,563 8.1% 572.9 3.9% 572.9 3.9% 290.7 4.1% 290.7 4.1% 8,384 3.4% 8,384 3.4%
介護保健施設サービス 110,333 2.6% 110,333 2.6% 350.9 ▲ 2.3% 350.9 ▲ 2.3% 314.4 5.0% 314.4 5.0% 4,228 ▲ 1.2% 4,228 ▲ 1.2%
介護療養施設サービス 2,964 ▲77.6% 2,964 ▲77.6% 8.5 ▲ 75.6% 8.5 ▲75.6% 348.7 ▲ 8.1% 348.7 ▲ 8.1% 300 ▲64.1% 300 ▲64.1%
介護医療院サービス 16,960 186.3% 16,960 186.3% 42.5 193.1% 42.5 193.1% 399.1 ▲ 2.3% 399.1 ▲ 2.3% 721 227.7% 721 227.7%

　直近3年間で介護保険給付は、
費用額9.5％増（介護9.4％、予
防10.8％）、受給者6.7％増（介護
5.8％、予防11.7％）、1人費用額
2.6％増（介護3.5％、予防▲0.8％）、
事業所数6.1％増になった。
　介護ニーズが増大し、事業者の事
業拡大への意欲が継続している。新
型コロナウイルスの影響を受けて利
用抑制が続いた通所介護、訪問入浴
介護（利用拡大の側面と）、短期入
所、認知症対応型通所介護、それに
23年度末の廃止を見込まれ大幅に
減少した介護療養、その受け皿とな
り急拡大する介護医療院、また在宅
の医療ニーズの拡大に対応する訪問
看護、居宅療養管理指導、定期巡回・
随時対応型訪問介護看護、看多機の
増大も見られる。

3年間で費用額1割増に

強
度
行
動
障
害
に
対
応
し
た
人
材
育
成
⑦

現
場
に
必
要
な
ス
キ
ル・

知
識
に
直
結
し
た
研
修

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
閉
症
ｅ
ス
タ
イ
ル
ジ
ャ
パ
ン 

理
事
長 

中
山
清
司

　

前
回
か
ら
、
筆
者
が
運
営

に
携
わ
る
「
自
閉
症
ｅ
サ
ー

ビ
ス
」
の
人
材
育
成
モ
デ
ル

（
図
）
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
（
生
活
介
護
や
施
設
入
所

支
援
）
の
現
場
は
、
座
学
の

研
修
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
。
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

実
践
的
な
対
人
援
助
技
術
が

求
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

特
に
重
度
の
知
的
障
害
が

あ
り
強
度
行
動
障
害
状
態
の

利
用
者
に
直
接
か
か
わ
る
な

ら
、
一
人
ひ
と
り
の
行
動
特

性
に
合
わ
せ
て
個
別
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
現
場
ス
タ
ッ

フ
の
声
掛
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
言
い
方
次

第
で
、
利
用
者
の
パ
ニ
ッ
ク
を
誘
発
す
る

場
合
も
あ
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
環
境
の

変
化
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
不
安
や
強
迫

的
な
行
動
を
強
め
て
し
ま
う
場
合
も
あ

る
。

◇

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
す
る

現
場
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
専
門
学
校
や
大
学

な
ど
で
障
害
福
祉
や
そ
れ
に
類
す
る
専
門

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
な
い
ま
ま
、
い

き
な
り
現
場
で
働
く
人
が
多
い
。

　

成
人
対
応
の
事
業
所
・
福
祉
施
設
の
場

合
、
保
育
士
や
社
会
福
祉
士
な
ど
の
資
格

要
件
も
特
に
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
良
く

言
え
ば
、
多
種
多
様
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の

ス
タ
ッ
フ
が
働
け
る
職
場
で
あ
り
、
悪
く

言
え
ば「
素
人
集
団
に
よ
る
利
用
者
支
援
」

に
な
る
恐
れ
が
強
い
と
言
え
る
。

　

そ
の
よ
う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や

施
設
で
、
強
度
行
動
障
害
を
呈
す
る
利
用

者
が
い
て
、
現
場
の
対
応
に
苦
慮
す
る
こ

と
が
日
常
的
に
起
こ
っ
て
い
る
。

　
「
事
業
所
の
壁
や
ド
ア
を
何
回
も
壊
さ

れ
た
」「
ス
タ
ッ
フ
が
噛
み
つ
か
れ
た
」「
急

に
事
業
所
を
飛
び
出
し
交
通
事
故
に
な
り

そ
う
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
事
案
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
と
き
に
は
、
現
場
ス

タ
ッ
フ
が
力
ず
く
で
利
用
者
を
抑
え
つ
け

た
り
、
倉
庫
や
居
室
に
長
時
間
施
錠
対
応

を
す
る
な
ど
し
て
、
障
が
い
者
虐
待
と
見

な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
る
。

◇

　

国
が
積
極
的
に
進
め
て
い
る
「
強
度
行

動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
」（
強
行
研
修
：

計
24
時
間
）は
、こ
の
よ
う
な
現
場
ス
タ
ッ

フ
に
対
す
る
、
最
低
限
の
知
識
と
対
人
援

助
ス
キ
ル
を
伝
え
る
基
本
講
座
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
行
動
障
害
の
激
し
い
利
用
者
へ
の
対

応
が
う
ま
く
で
き
る
か
と
言
え
ば
、
全
く

間
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う
。

　

自
閉
症
ｅ
サ
ー
ビ
ス
の
人
材
育
成
モ
デ

ル
は
、「
強
行
研
修
」
の
内
容
を
基
本
講

座
と
位
置
づ
け
、
そ
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
よ
り
専
門
的
な
話
題
を
取
り
上
げ

る「
ト
ピ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」や
現
場
ス
タ
ッ

フ
自
ら
が
「
事
例
発
表
」
を
行
う
機
会
を

設
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
自
閉
症
の
当
事
者
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
「
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、

ま
た
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
お
け
る
ト

レ
ー
ナ
ー
の
「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
シ
ャ

ド
ー
」
に
受
講
生
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

し
、
受
講
生
が
主
体
的
に
人
材
育
成
の
プ

ロ
セ
ス
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
仕

組
み
を
作
っ
て
い
る
。◇

　

自
閉
症
ｅ
サ
ー
ビ
ス
の
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、「
常
に
現
場
の
問
題
と
リ
ン

ク
し
て
対
応
す
る
」
こ
と
が
原
則
。
現
場

ス
タ
ッ
フ
が
必
要
と
し
て
い
る
ス
キ
ル
や

知
識
に
直
結
し
た
研
修
内
容
に
し
、
す
ぐ

に
現
場
支
援
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
各
講
師
・
ト
レ
ー
ナ
ー
が
、

現
場
ス
タ
ッ
フ
が
働
く
支
援
現
場
に
直
接

入
り
込
む
「
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

実
施
し
、
研
修
で
取
り
上
げ
た
知
識
・
ス

キ
ル
を
実
践
的
に
適
用
す
る
こ
と
を
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ
を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

現
場
ス
タ
ッ
フ
は
、
日
々
の
仕
事
を
し

な
が
ら
「
ア
ク
セ
ス
フ
リ
ー
の
原
則
」
に

よ
っ
て
、
自
閉
症
ｅ
サ
ー
ビ
ス
の
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
ど
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
人

材
育
成
モ
デ
ル
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
研

修
内
容
が
す
ぐ
に
実
際
の
現
場
実
践
に
活

か
さ
れ
る
―
―
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
る
。

　

※
「
自
閉
症
ｅ
サ
ー
ビ
ス
全
国
ネ
ッ

ト
」：https://www.jiheishou-e.�com/
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場
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◆福祉用具展示会＆セミナー 《金沢》
日2月15日（水）10：00～17：00
会金沢流通会館（金沢市）
主パラマウントケアサービス
内展示会は自由参加。セミナーは10：30～12：00、
14：00～15：30の2回。パラマウントヘルスケア総合
研究所主任研究員・三浦正二氏の「2024年介護保険制
度改正の動向～福祉用具サービスを中心に～」
定セミナー・各回50人
￥無料
問サンネットワーク石川（☎0761-21-8800、FAX0761-
21-8858）
申同社（FAX0761-21-8858）

◆心の健康を守るメンタルヘルス研修 《さいたま》
日2月17日（金）13：30～16：30
会Zoomによるオンライン
主シグマスタッフ
内「職員一人ひとりのストレスケアで、チーム力ア
ップ！」。▽ストレスとは？ストレスサイン発見の
ポイント▽ストレスマネジメント実践＜ワーク＞▽
メンタルヘルスに欠かせない、働きやすい環境を作
るために必要な人間関係構築方法

￥無料
問 同 社 大 宮 支 店（ ☎048-782-5173、Eメ ー ルinfo＠
habatake-kaigo.com）
申同支店（☎048-782-5173、URL https：//habatake-
kaigo.com/）

◆これからの福祉と医療を実践する会 《東京》
日2月17日（金）14：00～16：30
会戸山サンライズ（全国障害者総合福祉センター）中
会議室（東京都新宿区）、リモート
主これからの福祉と医療を実践する会
内第490回例会。「2024同時改定、コロナ禍で大きく
変わった潮流…複合型（通所+訪問）、LIFE義務化、
苦境の老健、病院との連携は」。発題者は、今瀬ヘ
ルスケアコンサルティング代表（JA高齢者ネットワ
ークSV全国定巡理事）・今瀬俊彦氏。
￥1万5,000円、会員8,000円
問・申同会（☎03-5834-1461、FAX03-5834-1462、URL 
http：//www.jissen.info、Eメールjissensurukai@nifty.com）

◆認知症予防の担い手となる「MCI専門士」資格講座 
《オンライン》
日2月18日（土）、3月18日（土）いずれも10：00～17：30

会オンライン（Zoomを利用）
主日本認知症予防協会
内同協会認定の「MCI専門士」資格取得講座。認知症
の前段階、MCI（軽度認知障害）の段階で早期に発
見し、適切に対応することで、認知症の発症を遅ら
せ健康寿命を伸ばせる可能性がある。「MCI専門士」
は、MCIをはじめ、認知症・認知症予防・ビジネスへ
の活かし方など、誰でも基礎から分かりやすく学べ
る専門資格。▽MCIの啓蒙▽MCI早期発見の推進▽
認知症予防活動の推進▽認知症予防ビジネスの推
進、展開――に知識を活かせる。
￥2万2,000円
問同協会事務局（☎06-6195-8646、FAX06-4805-8687、
Eメールinfo@mci-j.com）
申同協会事務局（URL https://www.mci-j.com/、☎06-
6195-8646）

◆介護リハビリセラピスト1日講座　《福岡・東京・
大阪・札幌・名古屋》
日①福岡・2月25日（土）、②東京・2月28日（火）、③大
阪・3月11日（土）、④札幌・3月25日（土）、⑤名古屋・4
月16日（日）、①のみ14：00～18：00、②～⑤は12：00
～16：00
会①福岡・セミナールーム（福岡市博多区）、②東京・
セミナールーム（東京都台東区）、③大阪・セミナー
ルーム（大阪市東淀川区）、④札幌・セミナールーム

（札幌市中央区）、⑤名古屋・セミナールーム（名古屋
市中村区）
主日本介護リハビリセラピスト協会
内介護リハビリセラピーは、介護が必要な高齢者の
手足のむくみや関節痛など体の痛み、肩こり、認知
症予防などに、ビタミンEとアロマ精油をブレンド
したアロマビタミンオイルで、直接的に必要な個所
へ栄養を与えながら、関節や筋肉の機能を回復させ
る施術。1日で介護リハビリセラピストの資格を取
得できる。

講同協会代表・河野武俊氏、同協会講師・笹沼智恵氏、
三品ちえみ氏
定①12人、②③④⑤10人
￥4万9,800円（テキスト、DVD、アロマビタミンオ
イル等含む）
問同協会（URL https://www.j-kaigorehabili.com/otoiawase）
申同協会（URL https://www.j-kaigorehabili.com/1day-appl
ication）

◆福祉用具・新製品展示説明会 《東京》
日3月2日（木）10：00～18：00・3日（金）10：00～17：30
会東京都福祉保健財団（東京都新宿区）
主東京都福祉保健財団
内「介護に必要な福祉用具に実際に触れて、体験し
てみませんか」。年に一度、福祉関係者のほか、都
民にも開放して、説明会を開催。
￥無料
問同財団福祉情報部福祉人材対策室地域支援担当

（☎03-3344-8513、FAX03-3344-8531）

◆ミタカ福祉機器展《熊本》
日3月14日（火）9：00～17：30
会グランメッセ熊本展示ホールC・D（熊本市）
主ミタカ
内県下最大の出展メーカー90社以上の福祉機器展。
セミナーは、脳科学者・恩蔵絢子氏の「脳科学者の母
が認知症になる」、服部メディカル研究所所長・服部
万里子氏の「介護保険改正と事業者の役割」、加賀屋
感動ストアーマネージメント代表取締役・加賀屋克
美氏の「日米のディズニーで教わった感動のサービ
ス」など、計12のセミナー。
￥入場無料
問同社（☎096-237-2257）
申同社（URL https://t-mitaka.com/）
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凡例　日 日時　会 会場　主 主催　内 内容　講 講師
　　　定 定員　￥ 受講料　問 問合せ　申 申込み

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントが延期・中止される
場合があります。詳細については、各イベントの主催者にご確認ください。

１
日　

卯
年
生
ま
れ
９
９
７
万
人　

総
務
省

　

総
務
省
統
計
局
は
、
今
年
１
月
１
日

現
在
の「
卯（
う
）年
生
ま
れ
」の
人
口
を

発
表
。
卯
年
生
ま
れ
の
人
口
は
、
十
二

支
の
中
で
10
番
目
に
多
い
９
９
７
万

人
。
総
人
口
１
億
２
４
７
７
万
人
に
占

め
る
割
合
は
８
・
０
％
。
男
女
別
で
は
、

男
性
４
８
５
万
人
、
女
性
５
１
３
万
人

と
、
女
性
が
男
性
よ
り
28
万
人
多
い
。

出
生
年
別
で
は
、
１
９
７
５
年
生
ま
れ

が
１
８
６
万
人
と
最
も
多
く
、
次
い
で

51
年
生
ま
れ
が
１
７
１
万
人
。

４
日　

交
通
事
故
死
者
数
は
２
６
１

０
人　

６
年
連
続
で
最
少
更
新　

22
年

　

警
察
庁
は
、
昨
年
中
の
交
通
事
故
死

者
数
を
公
表
。
発
表
に
よ
る
と
、
交
通

事
故
死
者
数
は
２
６
１
０
人
で
、
前
年

比
で
26
人（
１
・
０
％
）減
と
な
り
、
６

年
連
続
で
最
少
を
更
新
。
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
死
者
数
は
１
４
７
１
人
で
、

同
49
人
減（
３
・
２
％
減
）と
な
り
、
全

体
の
56
・
４
％
を
占
め
た
。
月
別
交
通

事
故
死
者
数
で
は
12
月
が
最
多
で
２
８

０
人
。
都
道
府
県
別
で
は
大
阪
の
１
４

１
人
が
最
多
。

11
日　

昨
年
の
介
護
事
業
者
の
倒
産
、

過
去
最
多
１
４
３
件　

前
年
比
７
割
増

　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
は
、
介
護
事
業

者
の
倒
産
数
の
急
増
を
公
表
。
昨
年
１

年
間
で
１
４
３
件（
前
年
比
62
件
、
76
・

５
％
増
）
に
の
ぼ
り
、
介
護
保
険
制
度

が
始
ま
っ
た
00
年
以
降
の
過
去
最
多
を

更
新
。
こ
れ
ま
で
最
多
の
20
年
の
１

１
８
件
か
ら
も
21
・
２
％
増
え
た
。
直

接
的
、
ま
た
は
間
接
的
に
影
響
し
た

〝
コ
ロ
ナ
倒
産
〟
は
、
前
年
の
11
件
か

ら
63
件
へ
大
幅
増
。
サ
ー
ビ
ス
別
で

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の「
通
所
・
短

期
入
所
」
が
69
件
で
最
多
。
負
債
総
額

は
、
２
２
１
億
３
８
０
０
万
円
（
前
年

比
71
・
８
％
増
）で
、
08
年
の
１
９
２
億

５
５
０
０
万
円
を
14
年
ぶ
り
に
更
新
し

た
が
、
負
債
額
別
で
は
、
負
債
１
億
円

未
満
が
１
１
２
件
と
78
・
３
％
を
占
め
、

小
規
模
事
業
者
が
中
心
。
都
道
府
県
別

で
は
、
神
奈
川
県
が
20
件（
前
年
４
件
）

で
最
多
。

・
介
護
事
業
者
の
休
廃
業
・
解
散
も
過
去

最
多
４
９
５
件

　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
が
27
日
に
発
表

し
た
介
護
事
業
者
の
休
廃
業
・
解
散
調

査
で
は
、
10
年
の
調
査
開
始
以
来
過
去

最
多
の
４
９
５
件
（
前
年
比
15
・
６
％

増
）
を
記
録
。
倒
産
と
休
廃
業
合
わ
せ

て
６
３
８
事
業
者
が
市
場
か
ら
退
出
し

た
こ
と
に
な
る
。

17
日　

中
国
、
22
年
末
の
人
口
は
14

億
１
１
７
５
万
人
に
減
少

　

中
国
国
家
統
計
局
は
、
22
年
末
の
総

人
口
が
21
年
末
比
85
万
人
減
の
14
億
１

１
７
５
万
人
だ
っ
た
と
発
表
。
中
国
は

人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
。
中
国
で

人
口
が
減
る
の
は
、
毛
沢
東
の
食
料
や

鉄
の
大
増
産
運
動
「
大
躍
進
」
の
失
敗

で
、
多
く
の
餓
死
者
が
出
た
61
年
以
来

61
年
ぶ
り
。
22
年
の
出
生
数
は
９
５
６

万
人
で
前
年
比
１
０
６
万
人
減
少
し
、

６
年
連
続
で
前
年
を
下
回
る
。
出
生
数

が
１
０
０
０
万
人
を
下
回
っ
た
の
は
49

年
の
建
国
以
来
初
。
死
亡
数
は
１
０
４

１
万
人（
前
年
比
27
万
人
増
）。
65
歳
以

上
は
２
億
９
７
８
万
人
と
全
人
口
の

14
・
９
％
（
同
０
・
７
％
増
）で
高
齢
化

が
さ
ら
に
進
む
。
国
連
が
22
年
７
月
発

表
の
人
口
推
計
で
世
界
第
２
位
の
イ
ン

ド
は
14
億
１
２
０
０
万
人
で
、
中
国
は

世
界
一
の
座
を
譲
っ
た
可
能
性
。

18
日　

救
急
出
動
件
数
６
１
９
万
件 

４
・
４
％
増　

搬
送
高
齢
者
３
４
０
万

人
　

総
務
省
消
防
庁
は
、
21
年
中
の
救
急

出
動
件
数
（
消
防
防
災
ヘ
リ
を
含
む
）

は
、
６
１
９
万
６
０
６
９
件
で
、
前
年

比
26
万
件
、
４
・
４
％
増
加
と
発
表
。

搬
送
人
員
は
５
４
９
万
３
６
５
８
人

で
、
３
・
７
％
増
加
。
救
急
自
動
車
に

よ
る
搬
送
人
員
の
う
ち
、
高
齢
者
は
３

３
９
万
９
８
０
２
人
で
、
10
万
人（
３
・

１
％
）増
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
61
・

９
％
に
増
加
。
う
ち
85
歳
以
上
が
１
２

８
万
人
、
75
～
84
歳
が
１
２
５
万
人
、

65
～
74
歳
が
95
万
人
と
年
齢
の
高
い
人

が
多
く
な
る
傾
向
。

20
日　

公
的
年
金
３
年
ぶ
り
増
額　

23
年
度
、
68
歳
以
上
で
１
・
９
％
増

　

厚
労
省
は
、
23
年
度
の
公
的
年
金
の

支
給
額
を
22
年
度
よ
り
引
き
上
げ
る
と

発
表
。
３
年
ぶ
り
の
引
き
上
げ
で
、
23

年
度
中
に
68
歳
以
上
に
な
る
ケ
ー
ス
で

１
・
９
％
増
、
67
歳
以
下
は
２
・
２
％

増
。
22
年
度
の
物
価
高
を
反
映
し
た

が
、
年
金
額
の
伸
び
を
抑
え
る
「
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
を
３
年
ぶ
り
に
発

動
す
る
た
め
増
加
率
は
０
・
６
％
分
目

減
り
し
た
。
４
、
５
月
分
を
ま
と
め
て

支
給
す
る
６
月
の
受
け
取
り
分
か
ら
適

用
。
厚
生
年
金
を
受
け
取
る
67
歳
以
下

の
夫
婦
２
人
の
モ
デ
ル
世
帯
で
４
８
８

９
円
増
の
月
額
22
万
４
４
８
２
円
。
自

営
業
者
ら
が
入
る
国
民
年
金
は
40
年
間

保
険
料
を
納
め
た
満
額
支
給
で
、
67
歳

以
下
は
１
４
３
４
円
増
の
６
万
６
２
５

０
円
に
。

・
自
殺
者
数
２
万
１
５
８
４
人
、
２
年

ぶ
り
増　

男
性
は
13
年
ぶ
り
増

　

厚
労
省
は
、
22
年
の
国
内
の
自
殺
者

数
が
、
速
報
値
で
２
万
１
５
８
４
人
だ

っ
た
と
発
表
。
２
年
ぶ
り
の
増
加
で
、

前
年
の
確
定
値
に
比
べ
５
７
７
人
増
え

た
。
男
性
の
自
殺
者
は
13
年
ぶ
り
に
増

加
に
転
じ
た
。
自
殺
者
数
は
03
年
の
３

万
４
４
２
７
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
20

年
に
増
加
に
転
じ
、
21
年
は
微
減
し
た

が
再
び
増
え
た
。
男
性
が
１
万
４
５
４

３
人（
前
年
比
６
０
４
人
増
）で
、
女
性

は
３
年
ぶ
り
の
減
少
で
７
０
４
１
人

（
同
27
人
減
）。

・
大
学
生
の
就
職
内
定
率
84
・
４
％
、
前

年
比
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇

　

今
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者
の
12

月
１
日
現
在
の
就
職
内
定
率
は
前
年
同

期
比
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
84
・
４
％

だ
っ
た
。
厚
労
省
と
文
科
省
が
公
表
。

男
子
82
・
８
％
（
同
２
・
０
ポ
イ
ン
ト
上

昇
）、
女
子
86
・
５
％
（
同
２
・
０
ポ
イ

ン
ト
上
昇
）。
文
系
89
・
１
％
（
同
１
・

４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）、
理
系
92
・
３
％

（
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）。

27
日　

外
国
人
労
働
者
微
増 

昨
年
１

８
２
万
人
で
最
多
更
新

　

厚
労
省
は
、
国
内
の
外
国
人
労
働
者

が
昨
年
10
月
末
時
点
で
１
７
２
万
７
２

２
１
人
と
な
り
、
過
去
最
多
を
更
新
と

発
表
。
前
年
比
で
５
・
５
％
（
９
万
５

５
０
４
人
）
増
加
。
国
籍
別
で
は
、
ベ

ト
ナ
ム
（
46
万
２
３
８
４
人
）
が
最
多
、

中
国（
38
万
５
８
４
８
人
）、
フ
ィ
リ
ピ

ン（
20
万
６
０
５
０
人
）と
続
く
。
外
国

人
を
雇
う
事
業
所
も
前
年
比
４
・
８
％

増
の
29
万
８
７
９
０
カ
所
と
過
去
最
多

を
更
新
。
外
国
人
を
雇
う
福
祉
・
介
護

事
業
所
は
１
万
３
１
１
７
カ
所
、
外
国

人
労
働
者
は
５
万
４
１
６
１
人
。

30
日　

高
齢
者
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー

　

高
止
ま
り
続
く

　

厚
労
省
は
、
１
月
30
日
ま
で
の
１
週

間
の
高
齢
者
福
祉
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
件
数
を
５
１
１
件
と
公
表
。
３
週

前
か
ら
７
２
２
件
、
７
１
２
件
、
６
１

３
件
、
５
１
１
件
と
推
移
し
、
高
止
ま

り
状
況
が
続
く
。
医
療
機
関
は
２
２
８

件
、
１
９
５
件
、
２
１
２
件
、
１
５
９

件
と
推
移
。
障
が
い
者
福
祉
施
設
は
57

件
、
48
件
、
42
件
、
32
件
。
児
童
福
祉

施
設
は
５
件
、
９
件
、
30
件
、
19
件
と

推
移
し
て
い
る
。

月
間
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

1
月

地域差は、 サービス受給
の柔軟性で対応ね

介護データ介護給付・予防給付
2022年 10月審査分

対前年同月増減率

費用額（百万円） 受給者数（千人） 1人当り費用額（千円） 事業所数
介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計

増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率
総  数 902,701 0.3% 23,552 0.6% 926,253 0.3% 4,655.6 1.5% 865.1 2.7% 5,520.7 1.7% 193.9 ▲ 1.2% 26.2 ▲ 5.7% 167.8 ▲ 1.4% 236,947
居宅サービス 401,815 0.6% 18,695 0.5% 420,510 0.6% 3,389.6 2.4% 849.6 2.7% 4,239.2 2.5% 118.5 ▲ 1.8% 21.0 ▲ 6.6% 99.2 ▲ 1.8%
訪問通所 298,846 0.4% 14,866 1.1% 313,712 0.4% 2,857.6 2.3% 790.7 2.9% 3,648.3 2.4% 104.6 ▲ 1.9% 17.8 ▲ 7.0% 86.0 ▲ 2.0%
訪問介護 91,122 3.1% 91,122 3.1% 1,089.8 2.2% 1,089.8 2.2% 83.6 0.8% 83.6 0.8% 34,786 2.2% 34,786 2.2%
訪問入浴介護 4,791 ▲ 0.8% 16 ▲ 5.9% 4,807 ▲ 0.8% 69.3 1.0% 0.4 0.0% 69.7 1.0% 69.1 ▲ 1.8% 39.0 ▲ 8.2% 69.0 ▲ 1.8% 1,660 ▲ 0.1% 284 ▲ 3.1% 1,944 ▲ 0.5%
訪問看護 30,001 6.1% 3,207 0.7% 33,208 5.6% 616.4 6.6% 103.5 3.1% 719.9 6.1% 48.7 ▲ 0.4% 30.0 ▲ 5.4% 46.1 ▲ 0.5% 14,373 6.1% 11,360 5.5% 25,733 5.9%
訪問リハビリテーション 4,530 2.6% 817 1.0% 5,347 2.4% 115.7 4.3% 25.8 4.0% 141.5 4.3% 39.2 ▲ 1.7% 30.7 ▲ 6.0% 37.8 ▲ 1.8% 5,320 3.4% 3,828 2.2% 9,148 2.9%
通所介護 106,311 ▲ 2.7% 106,311 ▲ 2.7% 1,154.7 0.8% 1,154.7 0.8% 92.1 ▲ 3.5% 92.1 ▲ 3.5% 24,532 0.6% 24,532 0.6%
通所リハビリテーション 31,313 ▲ 5.8% 6,509 ▲ 1.8% 37,822 ▲ 5.1% 413.5 ▲ 1.0% 174.5 ▲ 0.1% 588.0 ▲ 0.7% 75.7 ▲ 4.8% 36.3 ▲ 4.3% 64.3 ▲ 4.4% 8,044 ▲ 0.7% 7,807 ▲ 0.9% 15,851 ▲ 0.8%
福祉用具貸与 30,777 4.9% 4,316 6.2% 35,093 5.0% 2,030.1 3.5% 625.3 3.9% 2,655.4 3.6% 15.2 1.3% 5.9 ▲12.6% 13.2 1.4% 7,244 1.8% 6,662 1.1% 13,906 1.5%

短期入所 38,136 ▲ 3.4% 353 ▲ 1.4% 38,489 ▲ 3.4% 322.8 ▲ 1.0% 8.7 4.8% 331.5 ▲ 0.8% 118.1 ▲ 2.4% 39.6 ▲ 8.2% 116.1 ▲ 2.6%
短期入所生活介護 34,506 ▲ 2.7% 318 ▲ 1.2% 34,824 ▲ 2.7% 288.9 ▲ 0.2% 8.0 5.3% 296.9 ▲ 0.1% 119.4 ▲ 2.5% 38.8 ▲ 8.5% 117.3 ▲ 2.6% 10,677 0.6% 4,051 2.7% 14,728 1.2%
短期入所療養介護 3,631 ▲ 9.3% 35 ▲ 2.8% 3,666 ▲ 9.2% 36.2 ▲ 6.5% 0.7 0.0% 36.9 ▲ 6.3% 100.3 ▲ 3.0% 49.0 ▲ 4.7% 99.3 ▲ 3.1% 3,459 ▲ 2.1% 587 5.8% 4,046 ▲ 1.0%

居宅療養管理指導 13,209 7.6% 795 3.5% 14,004 7.4% 984.2 6.5% 69.3 3.9% 1,053.5 6.4% 13.4 1.0% 10.5 ▲ 9.1% 13.3 1.0% 47,117 5.5% 20,753 6.2% 67,870 5.7%
特定施設入居者生活介護 51,624 3.7% 2,682 ▲ 3.5% 54,306 3.4% 235.1 3.9% 31.9 ▲ 3.3% 267.0 3.0% 219.6 ▲ 0.1% 83.1 ▲ 1.4% 203.4 0.4% 5,756 2.7% 4,492 1.2% 10,248 2.0%

居宅介護支援・介護予防支援 43,979 2.4% 3,685 2.8% 47,664 2.4% 2,904.5 2.0% 784.3 2.9% 3,688.8 2.2% 15.1 0.4% 3.7 ▲21.4% 12.9 0.2% 37,509 ▲ 1.6% 5,240 0.8% 42,749 ▲ 1.3%
地域密着型サービス 159,622 0.5% 1,172 ▲ 4.9% 160,794 0.5% 912.5 1.5% 13.3 ▲ 3.6% 925.8 1.4% 174.9 ▲ 0.9% 87.1 ▲ 2.4% 173.7 ▲ 0.9%
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 6,697 11.9% 6,697 11.9% 36.8 9.5% 36.8 9.5% 182.0 2.2% 182.0 2.2% 1,189 6.4% 1,189 6.4%
夜間対応型訪問介護 310 2.3% 310 2.3% 7.4 2.8% 7.4 2.8% 41.9 ▲ 0.5% 41.9 ▲ 0.5% 176 0.0% 176 0.0%
地域密着型通所介護 34,423 ▲ 1.7% 34,423 ▲ 1.7% 417.2 2.0% 417.2 2.0% 82.5 ▲ 3.7% 82.5 ▲ 3.7% 18,911 ▲ 0.5% 18,911 ▲ 0.5%
認知症対応型通所介護 6,429 ▲ 5.6% 37 ▲ 11.9% 6,466 ▲ 5.7% 49.8 ▲ 2.7% 0.7 ▲ 12.5% 50.5 ▲ 2.9% 129.1 ▲ 3.0% 51.9 ▲ 1.2% 128.0 ▲ 2.9% 3,039 ▲ 3.0% 437 ▲ 4.6% 3,476 ▲ 3.2%
小規模多機能型居宅介護 23,458 0.6% 859 ▲ 3.4% 24,317 0.4% 104.5 0.0% 11.4 ▲ 3.4% 115.9 ▲ 0.3% 224.5 0.6% 74.4 ▲ 1.3% 209.8 0.8% 5,546 ▲ 0.6% 3,819 ▲ 2.0% 9,365 ▲ 1.2%
認知症対応型共同生活介護 60,824 0.4% 276 ▲ 8.6% 61,100 0.4% 214.4 0.5% 1.1 ▲ 8.3% 215.5 0.5% 283.7 ▲ 0.1% 249.9 ▲ 0.7% 283.5 ▲ 0.1% 14,114 0.5% 940 ▲ 8.7% 15,054 ▲ 0.1%
地域密着型特定施設入居者生活介護 1,811 0.2% 1,811 0.2% 8.2 0.0% 8.2 0.0% 220.9 0.2% 220.9 0.2% 359 0.8% 359 0.8%
地域密着型介護老人福祉施設サービス 20069 0.7% 20,069 0.7% 64.4 0.6% 64.4 0.6% 311.6 0.1% 311.6 0.1% 2,500 1.3% 2,500 1.3%
看護小規模多機能型居宅介護 5,600 12.4% 5,600 12.4% 19.5 12.1% 19.5 12.1% 287.2 0.3% 287.2 0.3% 919 11.3% 919 11.3%

施設サービス 297,285 ▲ 0.7% 297,285 ▲ 0.7% 973.6 ▲ 0.6% 973.6 ▲ 0.6% 305.3 ▲ 0.1% 305.3 ▲ 0.1%
介護福祉施設サービス 166,801 ▲ 0.3% 166,801 ▲ 0.3% 574.2 ▲ 0.1% 574.2 ▲ 0.1% 290.5 ▲ 0.1% 290.5 ▲ 0.1% 8,396 0.9% 8,396 0.9%
介護保健施設サービス 110,882 ▲ 1.2% 110,882 ▲ 1.2% 351.9 ▲ 1.2% 351.9 ▲ 1.2% 315.1 0.0% 315.1 0.0% 4,221 ▲ 0.4% 4,221 ▲ 0.4%
介護療養施設サービス 2,574 ▲46.8% 2,574 ▲46.8% 7.4 ▲ 44.8% 7.4 ▲44.8% 347.8 ▲ 3.6% 347.8 ▲ 3.6% 277 ▲ 33.6% 277 ▲ 33.6%
介護医療院サービス 17,027 12.3% 17,027 12.3% 42.9 13.2% 42.9 13.2% 396.9 ▲ 0.8% 396.9 ▲ 0.8% 734 19.7% 734 19.7%

　24年改正で、デイ事業所の管理
の下で訪問介護を展開する、通所介
護（受給者数115万人）と訪問介護

（108万人）を合わせた新しい複合型
サービスの創設と、定期巡回・随時
対応型訪問介護看護（3.6万人）と夜
間対応型訪問介護（7千人）とのサー
ビス実態の類似性が高いとして両
サービスの統合が検討されている。
介護実態統計（22年10月審査分）か
ら、4サービスの費用額、受給者数、
1人当たり費用額の現状が分かる。
新複合型サービスは、月額の包括報
酬で、サービスの受給にある程度の
柔軟性があり、保険者が事業指定権
者となる地域密着型サービスとなる
見込み。

訪問介護⇔通所介護　定期巡回⇔夜間対応

　台風や地震などの災害時に無料で開放される公衆無
線 LAN。通常 Wi-Fi スポットを利用する場合は会員登
録やパスワードの入力が必須だが、大規模災害等で電
話やインターネットが繋がりにくくなった際、誰でも
無料で接続できる。大勢の人が安否確認等で通話を試
み、電話が繋がらない状況が続いた2011年の東日本
大震災をきっかけに、無線 LAN ビジネス推進連絡会
が中心となって、NTT ドコモ、KDDI（au）、ソフトバ
ンク等大手通信事業者などと協力して提供している。
　最初に発動したのは、2016年4月14日の熊本地震
発生直後。首相官邸や総務省のホームページで情報提
供され、4月15日から30日にかけて九州全
域のWi-Fi通信量のうち約3割で利用された。
その後も豪雨や台風、火山噴火などで30回
以上発動している。
　誰でも利用できる反面、セキュリティ対
策が万全ではないため、総務省は「個人情報
等の入力は極力避けてほしい」との注意喚起
も行っている。

00000JAPAN （ファイブゼロジャパン）

災 害 用 統 一
SSID 00000
JAPAN（ファ
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パン）につい
て

　

父
の
病
状
の
た
め
、そ
れ
ま
で

20
年
近
く
務
め
た
病
院
の
管
理
栄

養
士
の
職
を
辞
し
て
、父
が
設
立

し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
養
成
校
と
人
材

派
遣
会
社
を
引
き
継
ぎ
１
年
が
過

ぎ
た
頃
、同
居
す
る
母
に
認
知
症

の
症
状
が
現
れ
た
。会
社
運
営
や

子
育
て
に
加
え
、介
護
で
生
活
に

余
裕
が
全
く
な
く
な
っ
た
。介
護

保
険
も
ま
だ
な
い
１
９
８
０
年
代

の
初
め
、行
政
の
在
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
条
件
的
に
利
用
で
き
ず
、

民
間
で
も
在
宅
介
護
を
引
き
受
け

て
く
れ
る
と
こ
ろ
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。

　

私
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に

家
庭
や
仕
事
、
介
護
の
板
挟
み

に
な
っ
て
い
る
女
性
を
支
え
る

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
だ
と
の
思
い
に

至
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
東

京
で
「
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ

ス
」
と
い
う
会
社
が
在
宅
介
護
事

業
を
始
め
た
と
聞
き
、
資
料
を
取

り
寄
せ
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　

こ
う
し
て
１
９
８
５
年
４
月
、

法
人
格
を
も
た
な
い
任
意
団
体
と

し
て
「
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
プ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
」
の
名
称
で
訪
問
介
護

事
業
を
始
め
た
。
ま
ず
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
新
聞
広
告
を
出
し
た

と
こ
ろ
、
50
件
以
上
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
。
期
待
し
た
が
反
響

の
多
さ
に
比
べ
今
す
ぐ
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
な
方
は
お
ら
れ
ず
、
利
用

申
込
み
は
１
件
も
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
そ
の
中
の
お
一
人
か
ら

「
社
会
的
信
用
を
得
る
た
め
に
、

法
人
格
を
取
っ
た
方
が
よ
い
」
と

助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

り
、
同
年
８
月
に
株
式
会
社
と
し

て
法
人
格
を
取
得
し
た
。こ
の
時
、

の
ち
に
映
画
化
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
し

た
イ
ギ
リ
ス
の
長
編
小
説
「
指
輪

物
語
」
に
登
場
す
る
妖
精
の
名
前

を
モ
チ
ー
フ
に
会
社
名
を
付
け
、

「
株
式
会
社
エ
ル
フ
」
と
な
っ
た
。

　

事
業
の
立
ち
上
げ
に
は
、
管
理

栄
養
士
時
代
に
同
じ
病
院
で
看
護

婦
長
を
務
め
て
い
た
丸
山
幸
子
さ

な
中
で
、
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク
の
イ

ン
パ
ク
ト
は
大
き
か
っ
た
。

　

情
報
不
足
で
第
１
回
の
認
定
申

請
は
逃
し
、
申
請
書
に
添
え
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
苦
心
し
た
り

で
、
や
っ
と
90
年
６
月
に
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
エ
ル
フ

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
公
に
初
め
て

認
め
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し

く
、
今
後
社
会
的
に
も
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
く
と
確
信
し
た
。

民
間
介
護
業
界
発
展
の
萌
芽

　

当
初
は
売
上
を
ス
タ
ッ
フ
の
給

与
に
充
て
る
と
ほ
と
ん
ど
残
ら

ず
、
本
体
の
会
社
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
事
業
を
続
け
ら
れ
て
い
た
状

況
だ
っ
た
が
、
地
道
に
事
業
を
続

け
て
い
く
中
で
、
マ
ス
コ
ミ
で
も

取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
た
。口
コ
ミ
も
あ
っ
て
、サ
ー

ビ
ス
の
認
知
も
徐
々
に
拡
が
り
、

５
年
ほ
ど
経
っ
て
利
用
者
は
や
っ

と
30
人
ほ
ど
に
ま
で
増
え
た
。

　

そ
の
頃
に
な
る
と
民
間
介
護
事

業
者
も
各
地
に
拡
が
り
、
89
年
に

は
今
の
日
本
在
宅
介
護
協
会
の
前

身「
全
国
在
宅
介
護
事
業
協
議
会
」

が
設
立
。
92
年
に
は
、
近
畿
エ
リ

ア
に
拠
点
を
置
く
弊
社
な
ど
民
間

介
護
事
業
者
４
社
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
96

年
に
「
近
畿
在
宅
介
護
事
業
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
た
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
エ
ル
フ

設
立
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
の
懇
親
会
の
場
で
、
今
後
の

介
護
業
界
の
発
展
・
向
上
に
向
け

て
、
情
報
交
換
・
相
互
協
力
の
場

と
し
て
創
設
が
決
ま
っ
た
も
の

で
、
京
阪
神
エ
リ
ア
の
14
社
が
参

加
し
て
発
進
し
た
。

つ
い
に
介
護
保
険
が
始
ま
る

　

そ
の
こ
ろ
国
は
、
将
来
の
超
高

齢
社
会
を
見
据
え
、89
年
の「
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
」や
94
年
の「
新
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
介
護

基
盤
の
整
備
を
進
め
た
。
さ
ら
に

96
年
、
国
会
で
公
的
介
護
保
険
制

度
導
入
の
審
議
が
行
わ
れ
、
翌
97

年
に
介
護
保
険
法
が
成
立
、
２
０

０
０
年
施
行
が
決
ま
っ
た
。

　
「
介
護
の
社
会
化
」
を
目
指
す

方
向
性
の
中
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
も

な
っ
て
お
り
、
介
護
の
運
営
事
業

者
の
多
様
化
が
求
め
ら
れ
、
民
間

参
入
を
促
進
す
る
流
れ
が
で
き
あ

が
っ
た
。
こ
れ
で
つ
い
に
、
エ
ル

フ
を
含
む
民
間
介
護
事
業
者
が
そ

の
実
力
を
お
お
い
に
発
揮
で
き
る

状
況
が
目
前
に
広
が
っ
た
の
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

い
」
と
言
わ
れ
た
。
民
間
に
よ
る

訪
問
介
護
事
業
は
前
例
が
な
い
か

ら
ダ
メ
、
と
い
う
よ
う
な
ス
タ
ン

ス
だ
っ
た
の
で
、
私
は
「
何
か
法

に
反
し
て
い
る
の
な
ら
改
め
ま
す

か
ら
、
業
務
に
関
す
る
書
類
を
全

て
持
ち
帰
っ
て
検
証
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
返
事
が
あ
る
ま
で
業
務
を

ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
」
と
伝
え
た
。

　

す
る
と
２
カ
月
く
ら
い
経
っ
た

頃
、府
か
ら「
事
業
を
し
て
も
ら
っ

て
も
良
い
が
、
今
後
は
必
ず
行
政

に
相
談
す
る
よ
う
に
」
と
釘
を
刺

さ
れ
つ
つ
も
認
め
て
も
ら
い
、
85

年
10
月
か
ら
晴
れ
て
事
業
を
本
格

稼
働
さ
せ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
当
時
、
高
齢
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
悪
徳
商
法

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。「
営

利
企
業
」
に
よ
る
介
護
事
業
は
、

行
政
か
ら
は
認
め
ら
れ
た
も
の

の
、
世
間
で
は
ま
だ
「
高
齢
者
を

食
い
物
に
し
て
い
る
」
な
ど
と
な

か
な
か
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
営
業

に
行
っ
た
先
な
ど
で
も
冷
た
い
目

で
見
ら
れ
た（
弊
社
だ
け
で
な
く
、

大
な
り
小
な
り
他
の
会
社
も
）。

　

85
年
11
月
、
厚
生
省
に
「
シ
ル

バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
指
導
室
」
が

設
置
さ
れ
、
高
齢
者
向
け
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
質
の
確
保
を
図

る
動
き
が
始
ま
っ
た
頃
だ
っ
た
。

　

逆
風
の
中
で
も
、
私
は
介
護
事

業
を
や
め
る
つ
も
り
は
な
か
っ

た
。倫
理
に
則
り
、ご
利
用
者
が
満

足
す
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
努
め
る
限
り
、
い
つ
か
必
ず
社

会
的
に
認
め
ら
れ
る
。
障
害
福
祉

は
行
政
が
す
べ
て
担
え
た
と
し
て

も
、
国
民
誰
も
が
対
象
と
な
り
得

る
高
齢
者
福
祉
は
、
行
政
だ
け
で

は
到
底
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
。
民

間
事
業
者
の
力
は
必
ず
必
要
に
な

る
―
―
私
は
そ
う
確
信
し
、
何
が

起
こ
っ
て
も
こ
の
事
業
を
続
け
る

と
い
う
気
持
ち
を
固
め
て
い
た
。

シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク
認
定

　

87
年
、厚
生
省
の
外
郭
団
体「
シ

ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
」
が
設

立
、
89
年
に
同
協
会
が
一
定
の
基

準
を
満
た
し
た
良
質
な
事
業
者
を

認
定
す
る
「
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク

制
度
」
が
始
ま
っ

た
。
そ
れ
ま
で
、

高
齢
者
向
け
サ
ー

ビ
ス
に
何
ら
か
の

基
準
は
な
く
、
ど

れ
だ
け
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で

も
、
社
会
的
な
信

頼
を
得
る
の
は
困

難
だ
っ
た
。
そ
ん

ん
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
採
用
し

た
ス
タ
ッ
フ
へ
の
研
修
や
、
今
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
サ
責
に
あ
た

る
役
割
な
ど
を
担
っ
て
も
ら
っ

た
。

「
老
年
学
」
通
じ
専
門
性
向
上

　

当
初
訪
問
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
採

用
時
に
10
日
間
の
研
修
を
受
け
て

も
ら
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
知

識
・
技
術
が
不
十
分
だ
と
感
じ
て
、

１
年
後
の
86
年
４
月
に
、
大
阪
老

人
福
祉
学
院
（
現
・
エ
ル
フ
介
護

福
祉
学
院
）
を
設
立
し
、
４
カ
月

の
「
老
人
福
祉
科
コ
ー
ス
」
を
開

設
し
た
。
入
社
を
前
提
の
方
に
は

受
講
料
は
無
料
と
し
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
、
社
会
福
祉
や
高
齢
者
福
祉
、

介
護
技
術
、
医
学
知
識
一
般
な
ど

様
々
な
講
義
を
盛
り
込
み
、
社
会

福
祉
に
関
す
る
講
義
は
、
白
澤
政

和
先
生
（
現
・
国
際
医
療
福
祉
大

学
大
学
院
教
授
）
に
講
師
を
お
願

い
し
た
。
私
や
丸
山
さ
ん
も
教
壇

に
立
ち
、
ヘ
ル
パ
ー
の
専
門
性
向

上
に
力
を
注
い
だ
。

　

翌
87
年
か
ら
は
、
白
澤
先
生
の

助
言
で
さ
ら
に
講
義
内
容
を
充
実

さ
せ
た
１
年
間
の
「
老
人
福
祉
専

門
科
コ
ー
ス
」
も
開
設
し
た
。
こ

の
先
の
高
齢
化
社
会
を
見
据
え

て
、「
老
年
学
」
を
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
重
要
で
あ
り
必
須
だ
と
考

え
、
介
護
人
材
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
っ
た
。

府
か
ら
受
け
た
指
導

　

二
人
三
脚
で
船
出
し
た
エ
ル
フ

の
行
く
先
に
は
、
い
く
つ
か
困
難

も
待
ち
受
け
て
い
た
。

　

85
年
に
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
広
告

を
出
し
て
ま
も
な
く
、
大
阪
府

の
担
当
者
が
会
社
を
訪
ね
て
き

て
「
あ
な
た
の
始
め
た
事
業
は
違

法
で
す
か
ら
、
や
め
て
く
だ
さ

　

１
９
８
５
年
に
設
立
し
、
高
齢
者
介
護
業
界
の
黎
明
期
か
ら

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
な
ど
、
民
間
に
よ
る
在
宅

介
護
の
先
駆
者
で
あ
る
エ
ル
フ
（
大
阪
市
、
福
田
光
正
社
長
）。

民
間
事
業
者
と
し
て
「
介
護
の
社
会
化
」
実
現
と
業
界
発
展
に
尽

く
し
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
、
創
業
者
の
福
田
京
子
会

長
が
振
り
返
る
（
全
４
回
）。

連
載
②
民
間
介
護
事
業
者
の
草
分
け 

エ
ル
フ
の
挑
戦

つ
い
に
起
業
～
役
割
果
た
す
時
へ
向
け
専
門
性
磨
く

エルフ会長
福田京子

85
年
9
月
、「
毎
日
新
聞
」
に
出
し
た
広
告
。

会
員
制
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

介
護
な
ど
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
も
応
じ
た
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「事業所数は
1年で1.7％増ね」

介護データ介護給付・予防給付
2022年 11月審査分

対前年同月増減率

費用額（百万円） 受給者数（千人） 1人当り費用額（千円） 事業所数
介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計 介護給付 予防給付 計

増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率 増減率
総  数 934,531 1.7% 23,919 0.7% 958,450 1.7% 4,662.9 1.5% 867.7 2.6% 5,530.6 1.7% 200.4 0.2% 27.6 ▲ 1.8% 173.3 0.0% 237,344 1.7%
居宅サービス 416,584 2.2% 19,023 0.6% 435,607 2.2% 3,406.7 2.4% 852.7 2.7% 4,259.4 2.5% 122.3 ▲ 0.2% 22.3 ▲ 2.0% 102.3 ▲ 0.3%
訪問通所 308,543 1.9% 15,067 1.3% 323,610 1.9% 2,870.6 2.2% 793.4 2.9% 3,664.0 2.4% 107.5 ▲ 0.3% 19.0 ▲ 1.6% 88.3 ▲ 0.5%
訪問介護 94,026 4.6% 94,026 4.6% 1,093.8 1.8% 1,093.8 1.8% 86.0 2.8% 86.0 2.8% 34,770 1.8%
訪問入浴介護 4,838 ▲ 0.0% 15 ▲ 6.3% 4,853 ▲ 0.1% 69.7 0.4% 0.4 0.0% 70.1 0.4% 69.4 ▲ 0.5% 37.5 ▲ 6.3% 69.2 ▲ 0.5% 1,656 ▲ 0.5% 287 ▲ 3.4%
訪問看護 29,955 4.7% 3,198 0.4% 33,153 4.3% 622.6 6.4% 104.9 3.3% 727.5 6.0% 48.1 ▲ 1.6% 30.5 ▲ 2.8% 45.6 ▲ 1.6% 14,480 6.1% 11,419 5.0%
訪問リハビリテーション 4,615 0.9% 828 ▲ 0.1% 5,443 0.7% 117.5 3.7% 26.2 4.4% 143.7 3.8% 39.3 ▲ 2.8% 31.6 ▲ 4.3% 37.9 ▲ 3.0% 5,376 3.6% 3,840 2.6%
通所介護 111,010 ▲ 0.1% 111,010 ▲ 0.1% 1,169.2 0.5% 1,169.2 0.5% 94.9 ▲ 0.6% 94.9 ▲ 0.6% 24,538 0.5%
通所リハビリテーション 33,137 ▲ 3.3% 6,705 ▲ 1.0% 39,842 ▲ 2.9% 420.5 ▲ 1.1% 177.4 ▲ 0.6% 597.9 ▲ 0.9% 78.8 ▲ 2.3% 37.8 ▲ 0.4% 66.6 ▲ 2.0% 8,050 ▲ 0.8% 7,804 ▲ 1.0%
福祉用具貸与 30,962 5.0% 4,320 6.0% 35,282 5.1% 2,040.5 3.6% 625.5 3.9% 2,666.0 3.7% 15.2 1.4% 6.9 2.0% 13.2 1.4% 7,253 1.5% 6,654 0.8%

短期入所 40,394 ▲ 0.4% 365 ▲ 2.7% 40,759 ▲ 0.4% 337.0 0.4% 9.0 2.3% 346.0 0.5% 119.9 ▲ 0.8% 40.6 ▲ 4.8% 117.8 ▲ 0.9%
短期入所生活介護 36,177 0.1% 326 ▲ 3.6% 36,503 0.1% 298.8 1.0% 8.2 1.2% 307.0 1.0% 121.1 ▲ 0.9% 39.8 ▲ 4.7% 118.9 ▲ 0.9% 10,697 0.6% 4,146 1.7%
短期入所療養介護 4,225 ▲ 4.1% 39 5.4% 4,264 ▲ 4.0% 41.4 ▲ 1.7% 0.8 14.3% 42.2 ▲ 1.4% 102.1 ▲ 2.5% 48.8 ▲ 7.8% 101.0 ▲ 2.6% 3,517 ▲ 2.7% 600 4.9%

居宅療養管理指導 13,528 7.3% 809 3.2% 14,337 7.1% 1,000.1 6.9% 70.4 4.3% 1,070.5 6.7% 13.5 0.4% 11.5 ▲ 1.1% 13.4 0.3% 47,432 5.0% 20,955 5.5%
特定施設入居者生活介護 54,119 4.9% 2,782 ▲ 3.1% 56,901 4.5% 236.0 3.6% 31.8 ▲ 3.9% 267.8 2.7% 229.3 1.2% 87.5 0.9% 212.5 1.8% 5,766 2.6% 4,482 0.8%

居宅介護支援・介護予防支援 44,344 2.3% 3,700 2.7% 48,044 2.4% 2,925.8 1.9% 788.1 2.7% 3,713.9 2.1% 15.2 0.4% 4.7 ▲ 0.0% 12.9 0.3% 37,493 ▲ 1.7% 5,243 0.9%
地域密着型サービス 165,446 2.0% 1,196 ▲ 3.0% 166,642 2.0% 917.5 1.0% 13.3 ▲ 2.9% 930.8 0.9% 180.3 1.0% 89.9 ▲ 0.1% 179.0 1.0%
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 6,901 12.6% 6,901 12.6% 37.3 9.1% 37.3 9.1% 185.0 3.2% 185.0 3.2% 1,194 6.1%
夜間対応型訪問介護 320 0.9% 320 0.9% 7.4 0.0% 7.4 0.0% 43.2 0.9% 43.2 0.9% 177 0.6%
地域密着型通所介護 35,410 ▲ 0.4% 35,410 ▲ 0.4% 422.0 1.2% 422.0 1.2% 83.9 ▲ 1.6% 83.9 ▲ 1.6% 18,902 ▲ 0.7%
認知症対応型通所介護 6,682 ▲ 2.8% 39 ▲ 4.9% 6,721 ▲ 2.9% 50.1 ▲ 3.1% 0.8 0.0% 50.9 ▲ 3.0% 133.4 0.3% 48.8 ▲ 4.9% 132.0 0.2% 3,036 ▲ 3.1% 447 ▲ 3.2%
小規模多機能型居宅介護 23,769 1.5% 872 ▲ 0.8% 24,641 1.4% 104.5 ▲ 0.3% 11.4 ▲ 2.6% 115.9 ▲ 0.5% 227.5 1.8% 76.5 1.8% 212.6 2.0% 5,540 ▲ 0.8% 3,805 ▲ 3.0%
認知症対応型共同生活介護 63,762 1.9% 286 ▲ 8.3% 64,048 1.9% 214.1 0.1% 1.1 ▲ 8.3% 215.2 0.0% 297.8 1.9% 260.0 0.0% 297.6 1.8% 14,103 0.2% 945 ▲ 7.7%
地域密着型特定施設入居者生活介護 1,885 1.0% 1,885 1.0% 8.2 ▲ 1.2% 8.2 ▲ 1.2% 229.9 2.3% 229.9 2.3% 363 1.7%
地域密着型介護老人福祉施設サービス 20941 2.2% 20,941 2.2% 64.1 0.5% 64.1 0.5% 326.7 1.7% 326.7 1.7% 2,497 1.2%
看護小規模多機能型居宅介護 5,777 15.2% 5,777 15.2% 19.9 13.7% 19.9 13.7% 290.3 1.3% 290.3 1.3% 924 10.8%

施設サービス 308,157 0.8% 308,157 0.8% 969.6 ▲ 0.4% 969.6 ▲ 0.4% 317.8 1.1% 317.8 1.1%
介護福祉施設サービス 174,154 1.4% 174,154 1.4% 573.0 0.1% 573.0 0.1% 303.9 1.3% 303.9 1.3% 8,400 0.9%
介護保健施設サービス 113,668 ▲ 0.3% 113,668 ▲ 0.3% 349.4 ▲ 1.1% 349.4 ▲ 1.1% 325.3 0.8% 325.3 0.8% 4,215 ▲ 0.7%
介護療養施設サービス 2,598 ▲36.5% 2,598 ▲36.5% 7.3 ▲ 36.0% 7.3 ▲36.0% 355.9 ▲ 0.8% 355.9 ▲ 0.8% 272 ▲30.1%
介護医療院サービス 17,737 10.5% 17,737 10.5% 43.3 11.0% 43.3 11.0% 409.6 ▲ 0.4% 409.6 ▲ 0.4% 740 15.8%

　介護保険請求事業所数は、介護給
付で26.1万事業所（前年比1.4％増）、
予防給付で7.0万事業所（同2.4％増）
となった。4年目を迎えたコロナ禍
や深刻さを増す介護人材不足に耐え
ながら、受給者553万人（同1.7％増）
を支えている。サービス別（介護給
付）で請求事業所が増えたのは、介
護医療院15.8％増、看多機10.8％
増、訪問看護6.1％増、定期巡回・随
時対応型訪問介護看護6.1％増、居
宅療養管理指導5.0％増、訪問リハ
ビリテーション3.6％増。一方、認
知症対応型通所介護▲3.1％、居宅
介護支援▲1.7％、小多機▲0.8％、
訪問入浴介護▲0.5％、老健▲0.7％
などは減少した。

介護事業支える23万事業所 増えるサービス 減るサービス

◆認知症予防の担い手となる「MCI専門士」資格講座 
《オンライン》
日3月18日（土）、5月20日（土）いずれも10：00～17：30
会オンライン（Zoomを利用）
主日本認知症予防協会
内同協会認定の「MCI専門士」資格取得講座。認知症
の前段階、MCI（軽度認知障害）の段階で早期に発
見し、適切に対応することで、認知症の発症を遅ら
せ健康寿命を伸ばせる可能性がある。「MCI専門士」
は、MCIをはじめ、認知症・認知症予防・ビジネスへ
の活かし方など、誰でも基礎から分かりやすく学べ
る専門資格。▽MCIの啓蒙▽MCI早期発見の推進▽
認知症予防活動の推進▽認知症予防ビジネスの推
進、展開――に知識を活かせる。
￥2万2,000円
問同協会事務局（☎06-6195-8646、FAX06-4805-8687、
Eメールinfo@mci-j.com）
申同協会事務局（URL https://www.mci-j.com/、☎06-
6195-8646）

◆成年後見制度・市民後見人活動啓発講演会 《大阪》
日3月18日（土）13：30～15：30

会阿倍野区民センター小ホール（大阪市阿倍野区）
主大阪市成年後見支援センター
内落語家・桂ひな太郎氏の「成年後見落語」、大阪弁
護士会・砂川辰彦氏、大阪市市民後見人・米澤靖雄氏、
桂ひな太郎氏による成年後見制度・大阪市市民後見
人活動」まるわかりトーク。
定先着250人
￥無料
問・申同センター（☎06-4392-8282、FAX06-4392-8900、
Eメールyousei@shakyo-osaka.jp）

◆実践！認知症ケア研修会2023 《東京・大阪》
日①東京・3月18日（土）・19日（日）、②大阪・3月25日

（土）・26日（日）、いずれも1日目・10：30～16：15、2
日目・10：15～16：30
会①東京・KFCホール（東京都墨田区）、②Civi研修セ
ンター新大阪東（大阪市東淀川区）
主日本通所ケア研究会
内Aコース・きらめき介護塾代表取締役・渡辺哲弘氏
の「認知症ケアの大前提」、3C取締役・石原孝之氏の

「認知症ケアのツボ」、Re学代表取締役・川畑智氏の
「こんなときどうする？ BPSDを回避する適切なコ

ミュニケーション」。NGU代表取締役・山出貴宏氏の
「BPSD軽減・改善事例から学ぶ認知症ケア」など。B
コース・（看護師向け）①聖ヨゼフの園主任看護師・真
鍋哲子氏の「病院、施設、在宅における認知症ケア
と入退院支援」、②地域密着型特別養護老人ホーム
五本松の家施設長・田原久美子氏の「医療連携をスム
ーズにするために求められる看護師の認知症知識」。
￥2日間1万2,000円、1日のみ9,000円
問・申同会（☎084-971-6686、FAX084-948-0641、URL 
https://tsuusyo.com/dementia）

◆2023年度傾向を徹底予測！介護ロボット導入補
助金申請のコツ 《オンライン》
日3月23日（木）14：00～15：00
会オンライン
主コニカミノルタQOLソリューションズ
内2023年度の介護ロボット導入補助金の傾向を予測
する。コニカミノルタ・安藤彰規氏の「知っておきた
い補助金申請ノウハウ～今年度ふりかえりと来年度
傾向予測」、1CT活用事例の紹介。
￥無料
問・申同社（URL http://bit.ly/3HzYHEc、FAX050-3156-
0380）

◆日本の社会保障～制度と政策～ 《Web・東京》
日4月10日（月）～7月24日（月）＜毎週月曜（5月1日を
除く）、全15回、いずれも18：00～19：30＞
会Web（医療福祉ｅチャンネルで視聴、講義の2日
後から配信）・国際医療福祉大大学院東京赤坂キャ
ンパス（東京都港区）
主国際医療福祉大大学院
講国際医療福祉大大学院教授・中村秀一氏
内社会保障について、総合的、体系的な知識を身に付
け、これからの社会保障について考える力を高める。
￥4万円（人数割引あり）

問・申同大学院乃木坂スクール（☎03-5574-3902、
FAX03-5574-3901）

◆新複合型在宅サービス「通所+訪問」戦略セミナー 
《東京》
日4月15日（土）13：30～17：30
会コリドースクエア銀座（HMSセミナールーム、東
京都中央区）
主保健・医療・福祉サービス研究会
内「新複合型サービス『通所+訪問』創設への対応と
2024年同時改定に向けた通所介護の経営戦略」。小
濱介護経営事務所代表・小濱道博氏の「新複合型サー
ビス『通所+訪問』創設と今後の経営戦略」、全国介護
事業者連盟理事長・斉藤正行氏の「『通所+訪問』創設
がもたらす影響予測と2024年介護報酬改定以降の通
所介護、訪問介護の経営戦略」、小濱・斉藤両氏によ
る全体質疑・全体討論。
￥2万8,600円（同会会員2万5,740円、会報誌購読会員
2万7,170円）
問同会（☎03-6823-8700、E-メールinfo＠hifsk.co.jp）
申同会（FAX03-6823-8701）

◆栄養ケア・マネジメント講座 《オンライン》
日4月22日（土）10：00～15：00
会オンライン
主東洋システムサイエンス
内栄養ケア・マネジメントの手法を学び、厚労省の
様式例に沿って書類作成方法、監査対策を解説。体
験や事例検討で、摂食嚥下機能についての観察ポイ
ントや課題を見出す実践力を養う。
￥8,000円
問同社（☎03-6912-7954、FAX03-6912-7964、E-メール
staff_skill@dieti.biz）
申同社（URL https://www.dieti.biz/seminar/content/017.
html）

2023 3

凡例　日 日時　会 会場　主 主催　内 内容　講 講師
　　　定 定員　￥ 受講料　問 問合せ　申 申込み

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントが延期・中止される
場合があります。詳細については、各イベントの主催者にご確認ください。
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は
、

オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
最
も
多
く
27
・
８
％

を
占
め
、
還
付
金
詐
欺
が
25
・
８
％
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗
が
20
・
０

％
と
続
く
。

７
日　

消
費
支
出
回
復
せ
ず　

22
年

家
計
調
査

　

総
務
省
は
22
年
の
家
計
調
査
を
発

表
。
22
年（
総
世
帯
平
均
）の
１
世
帯
当

た
り
の
消
費
支
出
は
前
年
比
０
・
９
％

増
の
24
万
４
２
３
１
円
。
２
年
続
け
て

１
％
以
下
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
た
。
２

人
以
上
世
帯
の
消
費
支
出
も
１
・
２
％

増
の
29
万
８
６
５
円
。
内
訳
で
は
、
教

養
・
娯
楽
が
８
・
２
％
増
、
交
通
・
通
信

が
６
・
０
％
増
だ
っ
た
が
、
教
育
４
・
８

％
減
、
食
料
１
・
３
％
減
。
実
収
入
は

総
世
帯
で
０
・
６
％
減
の
53
万
５
１
７

７
円
、
２
人
以
上
世
帯
で
１
・
０
％
減

の
61
万
７
６
５
４
円
だ
っ
た
。

10
日　

国
の
借
金
１
２
５
６
兆
９
９

９
２
億
円　

過
去
最
大
を
更
新　

　

財
務
省
は
、
国
債
と
借
入
金
、
政
府

短
期
証
券
を
合
計
し
た
国
の
借
金
が
22

年
末
時
点
で
１
２
５
６
兆
９
９
９
２
億

円
と
な
っ
た
と
発
表
。
前
回
の
昨
年
９

月
末
時
点
よ
り
約
５
兆
６
０
０
０
億
円

増
え
、
過
去
最
大
を
更
新
。
こ
の
う
ち

利
払
い
や
償
還
に
主
に
税
収
が
充
て
ら

れ
る「
普
通
国
債
」は
１
０
０
５
兆
７
７

７
２
億
円
と
な
り
、
初
め
て
１
０
０
０

兆
円
を
突
破
。
借
金
総
額
を
23
年
１
月

１
日
時
点
の
総
人
口
１
億
２
４
７
７
万

人
で
割
る
と
、
国
民
１
人
当
た
り
約
１

０
０
７
万
円
の
借
金
を
抱
え
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

14
日　

非
正
規
従
業
員
３
年
ぶ
り
増

加　

22
年
労
働
力
調
査

　

総
務
省
は
22
年
平
均
の
労
働
力
調
査

を
公
表
。
役
員
を
除
く
雇
用
者
５
６
８

９
万
人
の
う
ち
、
正
規
の
職
員
・
従
業

員
は
３
５
８
８
万
人
と
前
年
比
１
万
人

の
増
加
（
８
年
連
続
）。
非
正
規
の
職

員
・
従
業
員
は
２
１
０
１
万
人
で
同
26

万
人
の
増
加（
３
年
ぶ
り
）。
非
正
規
で

働
く
理
由
は
、「
自
分
の
都
合
の
よ
い

時
間
に
働
き
た
い
か
ら
」
が
同
22
万
人

増
の
６
７
９
万
人
、「
家
計
の
補
助
・
学

費
を
得
た
い
か
ら
」
が
同
２
万
人
増
の

３
８
９
万
人
、「
正
規
の
職
員
・
従
業
員

の
仕
事
が
な
い
か
ら
」
が
同
６
万
人
減

の
２
１
０
万
人
。
年
齢
別
で
非
正
規
が

多
い
の
は
65
歳
以
上
で
、
男
性
が
２
０

６
万
人
、
女
性
は
１
９
９
万
人
。

21
日　

今
年
度
の「
国
民
負
担
率
」47
・

５
％　

所
得
の
半
分
近
く
占
め
る

　

財
務
省
は
、
国
民
の
所
得
に
占
め
る

税
金
や
社
会
保
険
料
等
の
負
担
の
割
合

を
示
す
「
国
民
負
担
率
」
が
22
年
度
は

47
・
５
％
と
な
る
見
込
み
と
発
表
。
過

去
最
大
だ
っ
た
昨
年
度
よ
り
０
・
６
ポ

イ
ン
ト
下
が
っ
た
が
、
過
去
３
番
目
の

水
準
。
日
本
の「
国
民
負
担
率
」は
、
20

年
前
の
02
年
度
は
35
％
だ
っ
た
が
、
高

齢
化
に
伴
う
社
会
保
険
料
の
負
担
増
加

等
で
13
年
度
以
降
、
40
％
を
超
え
て
い

る
。

22
日　

韓
国
の
出
生
率
が
過
去
最
低

０
・
78
、
22
年　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
最
下
位

　

韓
国
統
計
庁
が
発
表
し
た
韓
国
の
22

年
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性

が
生
涯
に
産
む
子
供
の
数
）は
０
・
78
と

な
っ
た
。
前
年
の
０
・
81
か
ら
さ
ら
に

低
下
。
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
加
盟
国
で
最
下
位
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平

均（
20
年
＝
１
・
59
）の
半
分
を
下
回
る

水
準
。
22
年
に
生
ま
れ
た
子
供
の
数
は

前
年
比
４
・
４
％
減
の
24
万
９
千
人
と
、

７
年
連
続
の
減
少
。

27
日　

現
役
世
代
の
介
護
保
険
料
、

過
去
最
高
の
月
６
２
１
６
円　

23
年
度

　

厚
労
省
は
、
40
～
64
歳
の
人
（
第
２

号
被
保
険
者
）
が
負
担
す
る
介
護
保
険

料
の
推
計
が
、
23
年
度
は
平
均
で
１
人

当
た
り
月
６
２
１
６
円
に
な
る
と
発

表
。
前
年
度
か
ら
１
１
１
円
増
。
高
齢

化
の
進
行
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
が
増
加
し
て
お
り
、
過
去
最
高

の
更
新
が
続
く
。
制
度
を
開
始
し
た
00

年
度
の
２
０
７
５
円
の
３
倍
に
。
健
康

保
険
組
合
な
ど
に
加
入
す
る
会
社
員
ら

の
保
険
料
は
、
労
使
折
半
。
国
民
健
康

保
険
に
入
っ
て
い
る
自
営
業
者
ら
は
、

公
費
で
半
分
を
負
担
す
る
。
40
～
64
歳

の
保
険
料
は
毎
年
度
改
定
す
る
。
65
歳

以
上（
第
１
号
被
保
険
者
）は
市
区
町
村

ご
と
に
３
年
に
１
度
見
直
す
。

27
日　

高
齢
者
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー 

減
少
進
む

　

厚
労
省
は
、
２
月
27
日
ま
で
の
１
週

間
の
高
齢
者
福
祉
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
件
数
を
１
０
８
件
と
公
表
。
３
週

間
前
か
ら
３
５
３
件
、
３
３
０
件
、
１

７
６
件
、
１
０
８
件
と
推
移
し
、
よ
う

や
く
減
少
に
向
か
う
。
▽
医
療
機
関
は

１
０
８
件
、
１
１
０
件
、
77
件
、
50
件

▽
障
が
い
者
福
祉
施
設
は
19
件
、
16

件
、
17
件
、
13
件
▽
児
童
福
祉
施
設
は

23
件
、
22
件
、
７
件
、
５
件
―
―
と
推

移
。
い
ず
れ
も
減
少
に
向
か
っ
て
い

る
。

28
日　

22
年
の
出
生
数
、
初
の
80
万

人
割
れ　

想
定
よ
り
８
年
早
く

　

22
年
に
国
内
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
の

数
は
、
統
計
の
あ
る
１
８
９
９
年
以

降
、
初
め
て
80
万
人
を
割
り
込
ん
だ
。

厚
労
省
が
公
表
し
た
22
年
の
人
口
動
態

統
計（
速
報
）。
外
国
人
を
含
む
出
生
数

は
79
万
９
７
２
８
人
。
出
生
数
は
前
年

か
ら
４
万
３
１
６
９
人（
５
・
１
％
）減
。

国
内
生
ま
れ
の
日
本
人
に
絞
り
込
ん
だ

出
生
数（
概
数
）は
６
月
に
公
表
予
定
だ

が
、
国
の
推
計
方
法
で
は
77
万
人
台
と

見
込
ま
れ
る
。
40
年
前
の
１
９
８
２
年

の
国
内
で
生
ま
れ
た
日
本
人
の
子
ど
も

は
、
１
５
１
・
５
万
人
で
、
40
年
間
で

ほ
ぼ
半
減
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
推
計（
17
年
）で
は
、
外
国

人
を
含
む
出
生
数
が
79
万
人
台
に
な
る

の
は
、
33
年
と
さ
れ
、
国
内
の
日
本
人

に
限
っ
た
出
生
数
が
77
万
人
台
に
な
る

の
も
、
同
じ
33
年
と
見
込
ん
で
い
た
。

い
ず
れ
も
想
定
よ
り
11
年
早
く
少
子
化

が
進
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
死
亡

数
は
過
去
最
多
の
１
５
８
万
２
０
３
３

人
。
出
生
数
か
ら
死
亡
数
を
引
い
た

「
自
然
減
」は
78
万
２
３
０
５
人
で
過
去

最
大
。

・「
社
会
福
祉
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
」日
本
一
は
、

「
福
住
山
ゆ
り
の
里
」の
稲
葉
夏
輝
さ
ん

　

全
国
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

（
経
営
協
）は
、
社
会
福
祉
の
現
場
で
活

躍
す
る
若
手
職
員
を
表
彰
す
る
「
社
会

福
祉
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
」
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ

を
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
の
特
養
「
福
住

山
ゆ
り
の
里
」の
相
談
員
・
介
護
福
祉
士

の
稲
葉
夏
輝
さ
ん
（
35
）
に
授
与
し
た
。

同
施
設
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
、
施
設
の

日
常
生
活
を
発
信
、
介
護
の
仕
事
の
魅

力
を
広
げ
る
こ
と
に
挑
戦
し
、
Ｔ
ｉ
ｋ 

Ｔ
ｏ
ｋ
約
１
・
５
万
フ
ォ
ロ
ワ
ー
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
約
２
万
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を

誇
る
。
大
学
教
授
な
ど
有
識
者
や
大
学

生
・
専
門
学
校
生
ら
の
投
票
で
最
多
得

票
を
得
た
。

月
間
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

２
月

　土砂災害防止法で指定された、急傾斜地の崩壊等が
発生した際に住民等の生命または身体に危害が生じる
おそれがある区域。該当市町村は▽市町村地域防災計
画への記載▽要配慮者利用施設における警戒避難体制
▽土砂災害ハザードマップによる周知の徹底――と
いった警戒避難体制の整備を行う義務がある。高齢者
や障がい者、乳幼児など自力避難が困難な要配慮者の
利用施設では、地域防災計画に該当施設の名称や所在
地を記載した上、土砂災害に関する情報の伝達方法を
定め、円滑な避難を確保する。また施設管理者は避難
確保計画を作成し、それに基づいた避難訓練を行うこ
とが義務付けられている。
　来年度の地域医療介護総合確保基金では、
一定の条件のもと、同区域に立地する老朽
広域型介護施設の移転・現地建替えにかかる
整備費の支援事業が追加された（今年度は災
害レッドゾーン〈土砂災害特別警戒区域〉の
み適応）。

災害イエローゾーン（土砂災害警戒区域）

国 土 交 通 省 ハ
ザ ー ド マ ッ プ
ポータルサイト

　

当
社
は
今
か
ら
40
年
近
く
前
、

当
時
ま
だ
珍
し
い
民
間
の
訪
問
介

護
事
業
者
と
し
て
船
出
し
た
。
苦

労
も
あ
っ
た
が
、
社
会
的
に
民
間

介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
理
解
が
広
ま

り
、
徐
々
に
利
用
者
も
増
え
た
。

　

90
年
代
に
は
民
間
介
護
事
業
者

も
各
地
で
拡
が
り
、
国
も
介
護
基

盤
の
整
備
を
進
め
、
介
護
保
険
制

度
の
創
設
と
施
行
が
決
ま
っ
た
。

多
様
な
介
護
の
担
い
手
が
求
め
ら

れ
、
民
間
介
護
事
業
者
が
そ
の
実

力
を
発
揮
す
る
状
況
が
整
っ
た
。

介
護
保
険
目
前
に
入
社

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
、
家
庭
と
仕

事
に
全
力
を
尽
く
す
母
（
当
社
創

業
者
の
福
田
京
子
・
現
会
長
）
の

背
中
を
見
て
育
っ
た
。
エ
ル
フ
が

提
供
し
て
き
た
高
齢
者
介
護
に
つ

い
て
も
自
然
と
関
心
を
も
つ
よ
う

に
な
り
、
大
学
の
卒
業
論
文
で
も

高
齢
者
介
護
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
。

　

大
学
を
卒
業
し
た
94
年
は
ま
だ

介
護
保
険
制
度
の
影
は
な
く
、
会

社
を
継
ぐ
た
め
す
ぐ
に
エ
ル
フ
に

入
る
選
択
は
せ
ず
、
当
時
の
フ
ラ

ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ

ス
に
入
社
し
、
東
京
で
福
祉
用
具

サ
ー
ビ
ス
の
営
業
職
と
し
て
、
恵

ま
れ
た
環
境
で
従
事
し
た
。

　

社
会
人
５
年
目
の
98
年
秋
ご

ろ
、
母
か
ら
介
護
保
険
施
行
を
前

に
、
エ
ル
フ
の
事
業
拡
大
に
力
を

貸
し
て
ほ
し
い
と
要
請
を
受
け
、

翌
年
に
エ
ル
フ
へ
入
社
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
私
は
気
持
ち
も
新
た

に
、
介
護
事
業
に
取
り
組
む
決
意

を
固
め
て
大
阪
へ
戻
っ
た
。

売
上
の
７
割
は
研
修
事
業

　

当
社
は
、
そ
れ
ま
で
大
阪
市
内

１
カ
所
の
み
だ
っ
た
拠
点
（
居
宅

介
護
支
援
と
訪
問
介
護
）
を
、
大

阪
・
兵
庫
で
拡
大
す
る
計
画
を
立

て
、
99
年
５
月
に
エ
ル
フ
へ
移
っ

た
私
は
、
ま
ず
そ
の
開
設
準
備
に

携
わ
っ
た
。

　

当
時
は
制
度
施
行
を
目
前
に
、

介
護
関
連
資
格
の
取
得
が
盛
ん
だ

っ
た
。
当
社
も
「
エ
ル
フ
介
護
福

祉
学
院
」
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
の
研
修
に
力
を

注
い
だ
。
１
年
先
ま
で
定
員
が
埋

ま
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

当
時
の
年
商
約
１
～
１
・
５
億
円

の
約
70
％
を
研
修
事
業
が
占
め
、

事
業
の
柱
と
な
っ
て
い
た
。

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
に
成
功

　

99
年
４
月
か
ら
は
大
阪
・
兵
庫

の
５
拠
点
で
居
宅
介
護
支
援
や
訪

問
介
護
を
提
供
す
る
体
制
を
整
え
、

介
護
保
険
の
開
始
に
臨
み
、
11
月

に
は
神
戸
市
の
指
定
で
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。

　

い
ざ
介
護
保
険
が
始
ま
る
と
、

当
社
を
含
め
既
存
の
介
護
事
業
者

は
利
用
者
が
順
調
に
増
え
、
お
お

む
ね
ス
ム
ー
ズ
に
滑
り
出
し
た
。

開
始
当
初
は
月
ご
と
に
利
用
者
が

倍
増
し
て
い
く
勢
い
で
、
好
調
ぶ

り
は
02
～
03
年
頃
ま
で
続
い
た
。

02
年
頃
に
は
、
介
護
事
業
の
売
上

が
研
修
事
業
を
上
回
り
、
年
商
約

４
億
円
の
う
ち
介
護
事
業
が
80
％

を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

私
自
身
は
01
年
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
資
格
を
取
得
し
、
東
大
阪

市
の
事
業
所
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

兼
管
理
者
と
し
て
、
07
年
秋
ま
で

現
場
で
汗
を
流
し
た
。

　

当
初
は
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
も
順

調
だ
っ
た
が
、
03
年
頃
に
訪
問
介

護
へ
の
新
規
参
入
が
急
増
し
、
そ

の
１
年
ほ
ど
前
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
の

奪
い
合
い
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
頃

か
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
不
足
で
依
頼
に

十
分
応
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
競
合
す
る
訪
問
介
護
事

業
所
が
当
社
エ
リ
ア
に
増
え
、
利

用
者
の
伸
び
も
頭
打
ち
と
な
り
、

売
上
は
04
年
の
約
５
億
円
を
ピ
ー

ク
に
鈍
化
し
始
め
た
。

　

予
防
給
付
が
導
入
さ
れ
た
06
年

に
は
、
予
防
訪
問
介
護
の
身
体
介

護
・
生
活
援
助
が
一
本
化
さ
れ
、

時
間
別
だ
っ
た
報
酬
が
月
単
位
の

定
額
報
酬
に
な
っ
た
。
ま
た
、
要

介
護
１
だ
っ
た
利
用
者
の
一
部
が

要
支
援
２
に
移
行
し
て
い
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
06
年
４
月
か
ら
１
年

か
け
て
、
じ
わ
じ
わ
と
売
上
が
減

少
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ま
で
月
３

～
４
万
円
ほ
ど
だ
っ
た
軽
度
者
の

利
用
者
単
価
が
、
１
・
５
万
円
ほ

ど
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
う
な
ど
、

と
て
も
苦
し
い
時
期
だ
っ
た
。

運
営
厳
し
か
っ
た
小
多
機

　

た
だ
こ
の
頃
、
当
社
に
と
っ
て

大
き
な
転
機
だ
っ
た
の
は
、
06
年

の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
創
設

だ
。
こ
の
時
新
設
さ
れ
た
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、
訪
問
介

護
だ
け
で
は
支
え
き
れ
な
い
部
分

を
補
完
し
、
利
用
者
の
生
活
ニ
ー

ズ
に
よ
り
応
え
ら
れ
る
も
の
だ
と

考
え
、当
社
で
も
開
設
を
決
め
た
。

　

そ
し
て
06
年
10
月
、
神
戸
市
に

小
規
模
多
機
能
事
業
所
「
く
つ
ろ

ぎ
の
家
エ
ル
フ
・
本
多
聞
」
を
開

設
し
た
。
訪
問
介
護
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
、
24
時
間
３
６
５
日
支

え
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
、
利
用

者
に
と
っ
て
有
意
義
な
シ
ス
テ
ム

だ
と
判
断
し
た
が
、
期
待
通
り
に

は
い
か
な
か
っ
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
当
社
へ
移
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
な
ど
で
、
な

か
な
か
利
用
は
伸
び
ず
、
１
年
経

っ
て
も
赤
字
で
、
採
算
ベ
ー
ス
に

乗
せ
る
の
が
困
難
だ
っ
た
。

　

今
で
も
そ
う
だ
が
、
要
介
護
２

と
３
を
境
に
介
護
報
酬
に
大
き
な

隔
た
り
が
あ
り
、
利
用
登
録
が
軽

度
に
偏
る
か
重
度
に
偏
る
か
で
、

収
支
が
大
き
く
左
右
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
さ
ら
に
１
カ
所
小
多
機

を
開
設
し
た
が
、
い
ず
れ
も
運
営

は
厳
し
く
、
残
念
な
が
ら
現
在
は

す
べ
て
閉
鎖
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
展
開
へ

の
礎
と
な
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
収
益
安
定

　
「
第
２
の
自
宅
」
と
し
て
、
訪

問
介
護
だ
け
で
満
た
せ
な
い
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
事
業
の
柱
と
な
り
う

る
サ
ー
ビ
ス
を
と
、
認
知
症
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
を
考
え
た
の

も
こ
の
頃
だ
っ
た
。
公
募
制
が
増

え
て
な
か
な
か
機
会
が
な
か
っ
た

が
、
08
年
か
ら
東
大
阪
市
や
神
戸

市
で
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
４
拠
点

ま
で
拡
げ
、
地

域
の
認
知
症
介

護
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
と
同
時

に
、
経
営
面
で

は
訪
問
介
護
主

体
の
運
営
よ
り

収
益
的
に
安
定

性
も
高
ま
っ

た
。
そ
の
後
ピ
ー
ク
時
に
は
、
年

間
６
億
円
ほ
ど
ま
で
売
上
を
伸
ば

し
た
。
な
お
私
自
身
、
10
年
７
月

に
母
・
京
子
か
ら
引
き
継
ぎ
社
長

に
就
任
し
た
。

　

ま
た
、
神
戸
市
で
民
間
で
は
い

ち
早
く
指
定
を
受
け
た
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
制
度
変
更
に

よ
り
、
06
年
10
月
か
ら
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。
セ
ン

タ
ー
運
営
を
通
じ
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
よ
り
汲
み
取
っ
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

影
響
大
き
か
っ
た
15
年
改
定

　

15
年
の
介
護
報
酬
改
定
（
改
定

率
▲
２
・
27
％
）
で
は
、
訪
問
介

護
で
３
～
４
％
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
６
％
近
く
の
報
酬
引
き
下
げ

と
な
り
、
大
き
な
影
響
が
出
た
。

こ
の
前
あ
た
り
か
ら
、
自
治
体
に

よ
る
総
量
規
制
の
な
い
制
度
外
の

高
齢
者
向
け
住
宅
が
増
え
た
こ
と

で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
満
床
と

な
り
づ
ら
く
な
り
始
め
た
。

　

当
社
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
選
択
肢
を

増
や
そ
う
と
、
15
年
７
月
に
神
戸

市
で
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
「
く
つ
ろ
ぎ
の
家
エ
ル
フ
・

垂
水
山
手
」
を
開
設
し
た
。
隣
接

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

事
業
所
も
開
設
し
、
訪
問
介
護
と

と
も
に
入
居
者
と
地
域
の
在
宅
高

齢
者
の
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
。

「
社
福
法
人
正
福
会
」 設
立

　

２
０
１
０
年
、
東
大
阪
市
が
新

規
設
立
の
社
会
福
祉
法
人
と
地
域

密
着
型
特
養
を
公
募
す
る
こ
と
に

な
り
、当
社
に
も
声
が
か
か
っ
た
。

当
時
、
当
社
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

事
業
が
伸
び
、
売
上
も
創
業
以
来

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
つ
つ
あ
る
中
、

か
な
り
悩
ん
だ
。
し
か
し
、
エ
ル

フ
の
長
年
の
実
績
を
礎
に
、
特
養

運
営
を
通
じ
て
よ
り
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
思
い
が
膨
ら
み
、
社
福

法
人
設
立
を
決
断
し
た
。

　

準
備
を
経
て
11
年
11
月
に
認
可

を
受
け
、「
社
会
福
祉
法
人
正
福

会
」（
福
田
京
子
理
事
長
）
を
無

事
設
立
、
私
は
副
理
事
長
に
就
い

た
。
そ
し
て
12
年
４
月
に
東
大
阪

市
で
地
域
密
着
型
特
養
「
く
つ
ろ

ぎ
・
友
井
荘
」
を
、
17
年
４
月
に

は
大
阪
市
に
特
養
「
く
つ
ろ
ぎ
・

つ
る
み
荘
」
を
開
設
し
、
よ
り
地

域
に
根
ざ
し
た
介
護
の
提
供
に
努

め
て
い
る
。（
つ
づ
く
）

連
載
③
民
間
介
護
事
業
者
の
草
分
け 

エ
ル
フ
の
挑
戦

訪
問
か
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ま
で

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

（ふくだ・みつまさ）
　1971年生まれ。94年フラ
ンスベッドメディカルサー
ビスに入社し、福祉用具
サービスに従事。99年エル
フ入社、東大阪市の事業所
で管理者兼ケアマネジャー
を務める。07年11月同社常
務取締役、08年2月専務取
締役を経て、10年7月社長
に就任。13年4月社会福祉
法人正福会の理事兼事務局
長に就任、現在副理事長を
務める。日本在宅介護協会
理事、関西シルバーサービ
ス協会副理事長。

エルフ 社長
福田光正

08 年開設の認知症グループホー
ム「くつろぎの家エルフ・みと」

　

１
９
８
５
年
に
設
立
し
、
高
齢
者
介
護
業
界
黎
明
期
か
ら
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
な
ど
、
民
間
在
宅
介
護
の
先
駆
者
で

あ
る
エ
ル
フ（
大
阪
市
、福
田
光
正
社
長
）。
民
間
事
業
者
と
し
て「
介

護
の
社
会
化
」
実
現
と
業
界
発
展
に
尽
く
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
あ

ゆ
み
を
、
今
回
か
ら
、
介
護
保
険
以
降
の
事
業
拡
大
に
尽
力
し
て
き

た
福
田
社
長
が
振
り
返
る
。
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２
０
１
０
年
に
東
大
阪
市
が
、

社
会
福
祉
法
人
設
立
と
地
域
密
着

型
特
養
ホ
ー
ム
の
開
設
を
セ
ッ
ト

と
し
た
条
件
付
き
で
公
募
し
た
。

当
社
（
エ
ル
フ
）
は
東
大
阪
市
に

事
業
所
も
あ
り
、
困
難
さ
が
想
像

で
き
悩
ん
だ
が
、
社
会
福
祉
法
人

の
設
立
を
決
断
し
た
。

　

設
立
に
向
け
た
準
備
で
は
様
々

な
苦
労
も
あ
っ
た
が
、
11
年
11
月

に
認
可
を
受
け
「
社
会
福
祉
法
人

正
福
会
」
を
無
事
設
立
、
私
は
副

理
事
長
の
職
に
就
い
た
。

　

社
福
法
人
の
設
立
に
際
し
て

は
、
国
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
土

地
を
自
ら
保
有
し
て
い
る
必
要
は

な
く
、
定
期
借
地
権
で
の
確
保
も

認
め
ら
れ
る
な
ど
、
設
立
へ
の
ハ

ー
ド
ル
が
、
エ
ル
フ
設
立
当
初
よ

り
下
が
っ
た
こ
と
も
、
追
い
風
と

な
っ
た
。

地
域
密
着
型
特
養
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

正
福
会
と
し
て
12
年
４
月
に
、

東
大
阪
市
で
地
域
密
着
型
特
養

「
く
つ
ろ
ぎ
・
友
井
荘
」
を
開
設
、

さ
ら
に
設
立
５
年
目
と
な
る
17
年

４
月
に
、
大
阪
市
で
広
域
型
特
養

「
く
つ
ろ
ぎ
・
つ
る
み
荘
」
を
オ

ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

エ
ル
フ
が
地
域
に
根
ざ
し
た
在

宅
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
取
り
組
ん

で
き
た
中
で
、
広
域
型
特
養
で
は

な
く
地
域
密
着
型
特
養
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
の
も
、
当
法
人
ら
し
い

の
で
は
と
感
じ
て
い
る
。

　

な
お
「
正
福
会
」
と
い
う
法
人

名
は
、
当
連
載
１
回
目
で
ご
紹
介

し
た
、
私
の
母
で
あ
る
福
田
（
京

子
）
理
事
長
の
父
・
福
田
正
（
し

ょ
う
）
の
名
前
か
ら
と
っ
た
。
エ

ル
フ
の
源
流
で
あ
る
、
情
報
機
器

オ
ペ
レ
ー
タ
養
成
・
派
遣
会
社
・

ア
ド
ミ
レ
の
創
設
者
だ
。

エ
ル
フ
設
立
時
の
思
い
叶
え
る

　

在
宅
介
護
事
業
に
長
年
携
わ
っ

て
き
た
民
間
企
業
が
、
社

会
福
祉
法
人
を
設
立
す
る

の
は
非
常
に
稀
な
こ
と

だ
。

　

福
田
理
事
長
が
、
85
年

に
法
人
格
の
な
い
エ
ル
フ

の
前
身
と
な
る
任
意
団
体

を
立
ち
上
げ
た
際
、
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
の
は
、
当
時
介
護
・
福
祉

の
中
心
的
な
担
い
手
だ
っ
た
社
会

福
祉
法
人
だ
っ
た
。
し
か
し
、
土

地
も
財
産
も
経
験
も
な
い
中
で
、

社
福
法
人
設
立
は
ま
だ
夢
の
よ
う

な
話
で
、
株
式
会
社
と
し
て
の
道

を
進
ん
だ
。
株
式
会
社
と
し
て
の

介
護
事
業
に
も
社
会
的
意
義
は
あ

り
、
今
後
必
要
度
は
増
し
て
く
る

と
も
考
え
て
い
た
。

　

介
護
保
険
制
度
が
で
き
る
15
年

も
前
で
、「
高
齢
者
を
食
い
物
に

し
て
い
る
」
な
ど
と
、
民
間
企
業

に
よ
る
介
護
事
業
は
当
初
は
な
か

な
か
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
つ
こ
つ
と
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
中
で
、
信
頼
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
介
護
保
険

の
施
行
も
あ
っ
て
、
地
域
に
必
要

と
さ
れ
る
介
護
事
業
者
に
な
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い

る
。エ

ル
フ
の
名
は
今
後
も
存
続

　

エ
ル
フ
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
を
起
点
に
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
や
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
な
ど
を
手
が
け
、
時
代
・

制
度
の
趨
勢
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

汲
み
取
り
な
が
ら
、
当
社
に
で
き

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
常
に
考

え
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

特
に
神
戸
市

で
は
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ

ー
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
を
受
託

し
て
い
た
こ
と

で
、
相
談
・
支

援
機
関
と
し

て
、
多
く
の
地

域
住
民
や
専
門

職
と
の
接
点
が

で
き
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
地
域
の
介
護
ニ
ー
ズ
を

よ
り
的
確
に
把
握
で
き
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
よ
り
根

ざ
し
た
介
護
事
業
者
に
な
っ
た
。

　

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、

神
戸
市
を
中
心
に
エ
ル
フ
の
名
前

を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
今

で
は
多
く
の
ご
利
用
者
・
関
係
者

に
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

正
福
会
に
移
行
し
て
も
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
や
訪
問
介
護
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
事
業
所
名

に
は
、
エ
ル
フ
の
名
前
を
残
す
こ

と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
、
東
大
阪
市

の
指
定
を
受
け
、
同
市
で
「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
く
つ
ろ
ぎ
」

の
運
営
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
法
人

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

安
定
継
続
を
念
頭
に
事
業
譲
渡

　

福
田
理
事
長
は
、
我
が
子
同
然

の
エ
ル
フ
の
事
業
を
正
福
会
に
譲

渡
す
る
こ
と
を
、
断
腸
の
思
い
で

決
断
し
た
は
ず
だ
。

　

理
事
長
自
身
、
以
前
は
エ
ル
フ

の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
営
利
企
業
で

は
あ
る
が
、
従
業
員
へ
し
っ
か
り

と
還
元
で
き
れ
ば
十
分
だ
と
い
う

ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
利

用
者
確
保
・
サ
ー
ビ
ス
継
続
の
難

し
さ
や
、介
護
人
材
不
足
な
ど
で
、

多
く
の
在
宅
介
護
事
業
者
が
事
業

継
続
の
危
機
に
直
面
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
何
よ
り
も

ご
利
用
者
・
従
業
員
の
た
め
に
、

よ
り
効
率
的
で
安
定
し
た
事
業
運

営
が
で
き
る
よ
う
、
こ
こ
で
一
歩

踏
み
出
す
必
要
が
あ
る
と
、
事
業

譲
渡
を
決
断
し
た
。

　

今
後
も
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
続
け
て
い
く
た
め
の

最
良
の
選
択
が
、
社
会
福
祉
法
人

へ
全
て
の
事
業
を
集
約
さ
せ
、
よ

り
安
定
し
た
介
護
事
業
体
で
あ
り

続
け
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。

　

以
前
な
ら
ば
、
民
間
の
介
護
事

業
を
そ
の
ま
ま
社
会
福
祉
法
人
へ

譲
渡
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
22
年
度
に
社
会

福
祉
連
携
推
進
法
人
制
度
が
始
ま

っ
た
こ
と
に
関
連
し
、
円
滑
な
手

続
き
の
た
め
に
「
社
会
福
祉
法
人

の
合
併
事
業
譲
渡
等
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
が
発
出
さ
れ
、
社
福
法
人
へ

の
事
業
譲
渡
が
認
め
ら
れ
や
す
い

状
況
に
な
っ
た
こ
と
も
幸
運
だ
っ

た
。社

福
法
人
の
役
割
果
た
す

　

正
福
会
と
し
て
は
今
後
、
大
阪

市
や
神
戸
市
で
１
０
０
床
程
度
の

特
養
を
新
設
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
地
域
の
中
重
度
の
方
々
を
し

っ
か
り
受
け
止
め
ら
れ
る
拠
点
を

つ
く
る
の
が
、
社
会
福
祉
法
人
の

重
要
な
役
割
の
一
つ
だ
か
ら
だ
。

　

７
月
に
は
神
戸
市
で
２
カ
所
目

の
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

開
設
予
定
で
、
高
齢
期
に
差
し
掛

か
る
障
が
い
者
を
支
え
る
役
割
も

果
た
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
公
益
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
女
性
が
子
育
て
と
仕
事
を
両

立
で
き
る
た
め
の
支
援
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。こ
れ
は
、

エ
ル
フ
創
設
時
の
理
念
と
も
共
通

す
る
も
の
だ
。

◇

　

エ
ル
フ
の
こ
れ
ま
で
の
約
40
年

間
を
改
め
て
振
り
返
る
と
、
ほ
ぼ

前
例
の
な
い
民
間
に
よ
る
訪
問
介

護
事
業
を
皮
切
り
に
、
介
護
保
険

施
行
と
前
後
と
し
て
の
研
修
事

業
、
そ
の
後
の
様
々
な
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
展
開
な
ど
、
紆
余
曲

折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
時
々

の
ニ
ー
ズ
・
環
境
変
化
に
合
わ
せ

て
、
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

正
福
会
は
、「
介
護
の
知
識
・

技
術
・
こ
こ
ろ
」
を
大
切
に
し
、

介
護
を
通
し
て
社
会
貢
献
を
目
指

す
―
―
と
い
う
エ
ル
フ
の
掲
げ
て

い
た
理
念
を
、
そ
の
ま
ま
引
き
継

い
で
い
る
。

　

運
営
主
体
が
変
わ
っ
て
も
、
こ

れ
ま
で
エ
ル
フ
が
提
供
し
て
き
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
根
底
に
あ
る
マ

イ
ン
ド
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。
そ

れ
に
加
え
て
、
社
福
法
人
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
様
に
信
頼

さ
れ
る
事
業
者
で
あ
り
続
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。（
お
わ
り
）

連
載
④（
最
終
回
）
民
間
介
護
事
業
者
の
草
分
け
エ
ル
フ
の
挑
戦

社
福
法
人
と
し
て
、

地
域
に
よ
り
深
く
根
ざ
す

エルフ 社長
正福会 副理事長
福田光正

　

民
間
在
宅
介
護
の
先
駆
者
と
し
て
、
１
９
８
５
年
か
ら
阪
神
間
で

在
宅
介
護
事
業
を
展
開
し
て
き
た
エ
ル
フ
は
４
月
１
日
、
居
宅
介
護

支
援
や
訪
問
介
護
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
全
て
の
事
業
を
、
関
連

法
人
の
社
会
福
祉
法
人
正
福
会
（
し
ょ
う
ふ
く
か
い
、
福
田
京
子
理

事
長
）
に
譲
渡
し
た
。
２
０
１
１
年
に
エ
ル
フ
を
母
体
に
設
立
し
た

正
福
会
は
同
社
の
理
念
を
受
け
継
ぎ
、
引
き
続
き
地
域
の
介
護
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
。
エ
ル
フ
社
長
で
正
福
会
副
理
事
長
の
福
田
光
正

氏
に
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
た
。

地域密着型特養「くつろぎ・
友井荘」（東大阪市）

正福会本部を置く、特養「くつろぎ・
つるみ荘」（大阪市）

　

３
月
中
旬
、
川
崎
市
主
催
で
、

様
々
な
福
祉
向
け
製
品
の
展
示
・

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
る
「
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
参
加
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
介
護
者
の
腰
痛
予

防
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
多
く
開

発
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
下
肢
筋

力
が
低
下
し
た
要
介
護
者
の
立
ち

座
り
や
歩
行
な
ど
を
支
え
る
ロ

ボ
ッ
ト
は
ま
だ
少
な
く
、
か
な
り

高
額
だ
。

　

会
場
で
、
腰
や
大
腿
部
、
足
首

に
ベ
ル
ト
を
付
け
、
装
着
型
の
歩

行
支
援
機
器
を
試
し
た
。
筆
者
は

も
う
し
ば
ら
く
す
る
と
後
期
高
齢

者
と
な
る
。
日
に
よ
っ
て
足
の
運

　

内
多
さ
ん
は
講
演
で
、「
社
会

福
祉
士
の
勉
強
を
す
る
中
で
、

『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
』
と

い
う
言
葉
に
出
会
い
、
か
っ
こ
い

い
な
と
思
っ
た
」と
話
し
て
い
た
。

個
別
支
援
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人

の
困
り
ご
と
を
生
み
出
し
て
い
る

社
会
構
造
そ
の
も
の
へ
働
き
か
け

る
こ
と
が
、
社
会
福
祉
士
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
、
内
多
さ

ん
の
資
料
に
は
印
象
深
く
書
き
込

ま
れ
て
い
た
。

◇

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
は
昨
年
10
月
、

身
体
障
が
い
者
の
方
々
が
暮
ら
す

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
所
し
た
。

開
所
の
頃
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
概
念
を
一
歩
ず

つ
変
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強

く
持
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
で
の
実
践
を
通
し
て
、
ご

利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
自
立
を
目

指
し
、
最
期
ま
で
地
域
の
中
で
暮

ら
せ
る
こ
と
に
取
り
組
み
、
そ
れ

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

た
か
ら
だ
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
軽
度
か

ら
重
度
の
方
々
が
入
所
し
て
い

る
。
本
人
の
情
報
に
は
、
病
名
も

驚
く
ほ
ど
多
く
記
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
、
自
立
と
自
律
を

目
指
し
、
強
み
を
引
き
出
し
て
、

仕
事
を
持
て
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
く
。
地
域
の
方
々
と
の
縁
を
大

切
に
し
て
関
係
を
持
ち
続
け
、
地

域
社
会
と
共
に
暮
ら
し
を
豊
か
に

で
き
た
ら
と
い
う
思
い
を
実
現
し

た
い
。

た
。
か
つ
て
内
多
さ
ん
と
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
楽
が
行
っ
て
い
る
近
隣

の
お
年
寄
り
と
の
集
い
で
、
医
療

的
ケ
ア
児
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

以
前
に
内
多
さ
ん
の
活
動
を
紹

介
し
た
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
。
退

院
し
た
後
も
医
療
的
な
措
置
が
必

要
な
ま
ま
、
自
宅
で
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
が
増
え
て

い
て
、
そ
の
ケ
ア
を
お
母
さ
ん
が

担
い
、
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る

こ
と
を
、
介
護
現
場
で
内
多
さ
ん

は
聞
い
た
。

　

医
療
技
術
の
進
歩
の
お
陰
で
命

を
救
う
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
一
方
で
、
ど
う
や
っ
て
そ

の
命
を
守
り
続
け
て
い
く
の
か
と

い
う
課
題
が
あ
っ
た
、
と
書
か
れ

て
い
た
。

◇

　

内
多
さ
ん
自
身
、
障
害
福
祉
の

取
材
は
と
て
も
思
い
入
れ
が
深

く
、
52
歳
で
社
会
福
祉
士
の
資
格

を
取
得
し
て
い
る
。
医
療
的
ケ

ア
児
の
取
材
と
番
組
作
り
を
し

て
、
番
組
放
送
か
ら
１
年
半
た
っ

た
頃
、
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
に
「
も
み
じ
の
家
」
を
作
る

準
備
が
進
ん
で
い
て
、「
ハ
ウ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
は
ど
う

か
」
と
福
祉
関
係
の
知
人
に
勧
め

ら
れ
た
。

び
が
弱
い
と
感
じ
る
時
も
あ
り
、

装
着
す
る
こ
と
で
気
構
え
が
生
ま

れ
た
気
が
し
た
。
担
当
者
と
や
り

取
り
し
、
近
い
う
ち
に
、
筆
者
が

代
表
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
楽
」
が
運

営
す
る
、
小
規
模
多
機
能
「
ひ
つ

じ
雲
」
の
利
用
者
も
体
験
で
き
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
利
用
者
が

装
着
し
た
歩
行
状
態
を
見
た
い

し
、
感
想
も
伺
え
た
ら
と
思
っ
て

い
る
。
福
祉
機
器
は
日
進
月
歩
。

次
回
に
は
さ
ら
に
進
歩
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
た
い
。

◇

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
元
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
医
療
的
ケ
ア

児
の
支
援
者
に
転
身
し
た
内
多

勝
康
さ
ん
（
国

立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
・

医
療
型
短
期
入

所
施
設
「
も
み

じ
の
家
」
ハ

ウ
ス
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
に
よ

る
講
演
を
聞
い

小
多
機
で
の
実
践
を

障
が
い
者
Ｇ
Ｈ
に
活
か
す

キ
ッ
チ
ン

125

会
場
で
、
装
着
型
歩
行
支
援
機
器
を
体
験
し
た

　

帝
人（
東
京
都
千
代
田
区
、

内
川
哲
茂
社
長
）
は
３
月
24

日
、
第
１
回
「
み
ん
な
の
訪

問
看
護
ア
ワ
ー
ド
」
表
彰
式

を
開
催
。
応
募
１
５
４
作
品

の
中
か
ら
、
大
賞
に
「
七
夕

の
奇
跡
」（
山
梨
県
・
石
井

啓
子
さ
ん
）
が
選
ば
れ
た
。

　

ア
ワ
ー
ド
で
は
、
訪
問
看

護
師
の
利
用
者
・
家
族
と
の

関
わ
り
か
ら
「
つ
た
え
た
い

訪
問
看
護
の
話
」
を
募
集
。

入
賞
11
作
品
を
決
定
し
た
。

　

大
賞
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
昨

年
の
七
夕
、
石
井
さ
ん
が
担

当
す
る
鈴
木
き
く
よ
さ
ん
宅

に
笹
の
枝
を
持
参
し
た
際
の

こ
と
。
認
知
症
が
進
ん
で
い

た
き
く
よ
さ
ん
に
願
い
事
を

書
く
か
聞
く
と
、
ペ
ン
を
震

わ
せ
ノ
ー
ト
に
「
喜
代
子
さ

ん　

あ
り
が
と
う
」
と
書
い

た
。
い
つ
も
懸
命
に
介
護
を

し
て
い
た
一
人
娘
の
喜
代
子

さ
ん
に
見
せ
る
と
「
え
？

字
が
書
け
る
ん
だ
ね
」
と
涙

ぐ
ん
だ
。
き
く
よ
さ
ん
は
先

日
老
衰
で
亡
く
な
っ
た
が
、

喜
代
子
さ
ん
に
と
っ
て
も
石

井
さ
ん
に
と
っ
て
も
宝
物
の

よ
う
な
思
い
出
と
な
っ
た
。

　

特
別
審
査
員
の
日
本
訪
問

看
護
財
団
・
佐
藤
美
穂
子
常

任
理
事
は
「
看
取
り
の
機
会

が
多
い
訪
問
看
護
師
に
と
っ

て
、
励
み
に
な
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
」
と
評
価
し
た
。

入賞作品公開中

「
エ
ス
コ
ー
ト
」

行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
行
け
る
室
内
用
歩
行
器

モルテン
　

使
用
者
の
動
線
を
広
く
確

保
で
き
る
室
内
用
歩
行
器
。

　

ベ
ッ
ド
や
椅
子
か
ら
の
立

ち
上
が
り
時
に
も
①
駐
車
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
た
状
態
で
前

面
テ
ー
ブ
ル
部
に
手
を
置
く

②
前
傾
姿
勢
で
お
し
り
を
浮

か
せ
る
③
駐
車
ブ
レ
ー
キ
を

解
除
④
グ
リ
ッ
プ
を
握
っ
て

歩
行
を
始
め
る
―
―
の
順
で

立
ち
上
が
り
か
ら
歩
行
ま
で

で
き
る
の
で「
動
く
手
す
り
」

感
覚
で
使
用
で
き
る
。

　

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
と
樹

脂
製
の
本
体
は
重
量
３
・
０

㎏
と
軽
量
な
の
で
、
片
ま
ひ

の
人
な
ど
片
手
走
行
を
す
る

場
合
で
も
、
段
差
や
方
向
転

換
時
に
持
ち
上
げ
動
作
が
し

や
す
い
。

　

幅
51
・
５
㎝
×
奥
行
53
㎝

と
コ
ン
パ
ク
ト
で
狭
い
ス

ペ
ー
ス
で
も
扱
い
や
す
く
、

前
輪
は
「
３
６
０
度
回
転
」

と
「
直
進
固
定
」
に
切
り
替

え
ら
れ
る
の
で
、
旋
回
性
と

直
進
性
を
両
立
し
て
い
る
。

　

ハ
ン
ド
ル
を
握
れ
な
い

人
で
も
、
ハ
ン
ド
ル
部
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
レ
ー
ト
を

被
せ
る
こ
と
で
、
手
の
ひ
ら

を
置
い
て
押
し
て
歩
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

使
用
者
の
体
格
に
合
わ
せ

て
５
段
階
に
高
さ
調
整
（
76

〜
92
㎝
／
４
㎝
刻
み
）可
能
。

価
格
は
オ
ー
プ
ン
。

　

問
合
せ
は
同
社（
☎
03
・
３

６
２
５
・
８
５
１
０
）
ま
で
。

「動く手すり」感覚で立ち
上がりから歩行までを支援

ウォーキングプレート使用時

神奈川：〒252-0003 神奈川県座間市ひばりが丘5-13-8　      TEL.046-256-7000

操作性の良い段差解消機

タスカルりふと
ピット工事不要据置きタイプ
スロープよりも省スペースで
取付可能

学校や

福祉施設な
どに

最大2.4m
昇降可能

「
み
ん
な
の
訪
問
看
護

ア
ワ
ー
ド
」表
彰

帝人


